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第３期川崎市文化芸術振興計画の方向性について
（２）現計画の進捗状況

・成果指標の状況
令和元年東⽇本台⾵による市⺠ミュージアムの被災や令和２年度からの新型コロナウイルス感染症拡⼤の

影響により、事業中止や規模縮小が多かったため、成果指標は、一つの項目を除き、目標値を達成できてい
ない状況である。

成果指標
実績値 目標値

（Ｒ３）Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

文化・芸術活動の盛んなまちだと思う
市⺠の割合 47.4％ ― 48.5％ ― 45.2％ 52.2％

以上

主要文化施設の入場者数 137.8万人 139.3万人 114.9万人 57.1万人 82.3万人 140.5万人
以上

ミューザ川崎シンフォニーホール主催・
共催公演の入場者率 74.00％ 75.67％ 75.54％ 72.61％ 75.63％ 74.0％

以上

年１回以上文化芸術活動をする人の割合 14.5％ ― 13.4％ ― 12.1％ 18.0％
以上

「音楽のまち」の環境が充実している
と感じる人の割合 51.3％ ― 51.8％ ― 46.3％ 57.0％

以上

「映像のまち」の取組を知っていて、
評価できると回答した人の割合 17.8％ ― 16.3％ ― 11.4％ 25.0％

以上

（注）アンケート調査の実施周期の関係で実績値がないものは「－」で表している

（１）計画策定の背景
・本市計画の経緯

H17.4 川崎市文化芸術振興条例
H20.3 第1期川崎市文化芸術振興計画
H26.3 第2期川崎市文化芸術振興計画 (概ね10年間)
H31.3 第2期川崎市文化芸術振興計画 改訂版(5年間)

・国の動向
H13.2 文化芸術振興基本法施⾏(旧法)
H29.6 文化芸術基本法施⾏
H30.3 文化芸術推進基本計画(第1期)
R 5. 3 文化芸術推進基本計画(第2期)

（２）計画策定の趣旨
第2期計画改訂（平成31年）以降の本市を取り巻く社会状況の変化や本市の文化芸術振興施策に関する現状

及び課題等を踏まえて、引き続き文化芸術振興に向けた取組を効率的・効果的に推進するため、令和5年度末
までに計画を改定し、「第3期川崎市文化芸術振興計画」として策定する。

１ 計画策定の背景と趣旨

・本市における分野別計画としての位置づけ
川崎市政の基本方針である「川崎市総合計画」をはじめ関連する分野別計画との整合を図りながら策定

・文化芸術基本法に規定する「地方文化芸術推進基本計画」としての位置づけ
川崎の実情に即しつつ、国が定めた「文化芸術推進基本計画（第2期）」を参酌して策定

２ 次期振興計画の位置づけ

・令和6（2024）年度から概ね10年間
社会情勢の変化や国の文化芸術推進基本計画、本市の総合計画などの状況を踏まえ、５年で⾒直しを⾏う

３ 次期振興計画の計画期間

（１）現計画の計画体系（平成31年改訂版）
４ 現計画の計画体系と進捗状況

５ 文化芸術を取り巻く状況の変化

基本目標 主な取組

文化芸術や地域の特性・
資源を活かしたまちづくり

・施策１ 文化芸術を活かしたまちづくりの推進
取組 音楽によるまちづくり、映像によるまちづくり、アートのまちづくり

・施策２ 地域資源を活用した特色ある文化芸術活動の推進
取組 街道筋の文化芸術や地域の伝統文化や文化財を活用したまちづくりなど

・施策３ 「川崎の文化」の国内外への発信
取組 国内外への魅⼒の発信、文化交流の推進

人材の育成と協働による
文化芸術の振興

・施策１ 文化芸術を支える人材の育成と活躍の機会の提供
取組 ボランティアの育成、⼦どもや若者が文化芸術に触れる機会の充実など

・施策２ 市⺠・文化関係団体・企業との連携の推進
取組 ネットワークづくりの推進、文化芸術活動の連携の促進など

市⺠が文化芸術に触れる
環境・活動できる環境の整備

・施策１ 文化施設等の効果的な運営
取組 施設の特⻑を踏まえた展⽰・公演等の実施、施設等のアウトリーチ活動の充実など

・施策２ 市⺠が⾝近に文化芸術に触れる機会の提供
取組 ⾝近に文化芸術に触れる機会の充実など

・施策３ 文化芸術活動への市⺠参加の促進
取組 文化芸術活動を⾏う環境の拡充、情報の整備など

基 本 方 針

文化芸術の振興による創造的で持続的なまちづくりの推進

市⺠の主体的な文化芸術活動の尊重と支援

関係機関等との連携による文化芸術の振興と地域づくり

文化芸術活動を通じた都市・地域間の交流の推進

第2期川崎市文化芸術振興計画の改訂（平成31年3⽉）以降の文化芸術を取り巻く状況の変化

（１）社会状況の変化

◆新型コロナウイルス感染症の影響
新型コロナウイルス感染症の拡⼤により、人々の⾝体的な接触を妨げ、⼼理的な距離も⽣じさせるなど、

多くの人々に⾏動変容を迫り、文化芸術イベントの中止・延期・規模縮小、人々の⾏動⾃粛となった。

◆一人ひとりが尊重され、能⼒を発揮できる環境づくり
持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現に向けたSDGｓの取組が世界的な動きになり、本市においても、

一人ひとりが尊重され、能⼒を発揮できる環境づくりが求められている。

◆超高齢社会への対応
令和７年までの間に本市でも「超高齢社会」（一般的には65歳以上の人⼝⽐率が21%を超えた状態）が到来

することが想定され、文化芸術の担い⼿や鑑賞者などの需要の減少、市場の縮小が⾒込まれる。

◆市⺠や地域のつながり
⾵⽔害などの危機事象や地域交流の機会の減少などにより、お互いが支えあう互助の重要性が高まっており、

多様なつながりによって、豊かなコミュニティの形成が求められています。

（２）国の動向等

文化芸術基本法（平成29年6⽉施⾏）
文化芸術推進基本計画（第2期）（令和5年3⽉策定）

障害者文化芸術推進法（平成30年6⽉施⾏）
障害者による文化芸術活動の推進に関する基本的な計画（第2期）（令和5年3⽉策定）

文化観光拠点施設を中核とした地域における文化観光の推進に関する法律（令和3年1⽉施⾏）
文化観光拠点施設を中核とした地域における文化観光の推進に関する基本方針（令和5年3⽉改正）

博物館法改正（令和5年4⽉施⾏）
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令和５年度
令和６年度以降

7月～9月 10⽉〜12⽉ 1⽉〜3⽉

計画案
策定

◎ 文教委員会

○ 振興会議○ 振興会議

計画
策定

○ 教育委員会◎ 文教委員会

市⺠アンケート
（予定）等

パブリック
コメント

○ 振興会議

◎ 文教委員会

第３期振興計画
に基づく取組の推進

８ 今後のスケジュール

６ 本市の文化芸術振興施策に関する現状と課題
令和３年度に実施した市⺠アンケートから、文化芸術に関する現状と課題を抽出
※令和３年度はコロナ禍の制限等の影響が⼤きいため、令和５年度にも市⺠アンケートを実施予定 ７ 今後の取組の方向性

今後の文化芸術振興にあたっては、本市を取り巻く環境の変化や第２期文化芸術振興計画期間の取組での課題
等を踏まえ、本市が持つ多彩で豊富な文化芸術資源を活かし、誰もが気軽に文化芸術に触れ、参加することがで
きる環境作りと、「川崎の文化」を支え、発展させる次代の担い手の育成の取組を進める。

◆誰もが文化芸術に親しめる環境をつくるため、⾝近に文化芸術に触れ、アートを⾝近に感じ親しめ、また、
アートにより、様々な出会いや交流が促進され、⾃由で多様な創作活動が⽣まれ、新たな価値を⽣み出すなど
社会的包摂性が高く、寛容で多様性を育む取組を進め、地域社会が抱える課題等の解決を目指す。

◆博物館、美術館が融合した「川崎らしい」新たなミュージアムの整備に向けた取組を進めるとともに、新たな
ミュージアムは、多様な活動を通じ、地域や社会への貢献を図り、市⺠に⾝近なミュージアムとして、様々な

「つながり」を創出し、誰もが文化芸術に携わり、親しみ、楽しめる環境づくりの場となる取組を進める。

◆市制100周年後のその先の100年を⾒据え、「かわさきパラムーブメント推進ビジョン」のレガシー形成を
目指し、「すべての人が文化芸術活動に携わることができる環境が整っている」、「すべての人が文化芸術
に親しみ、楽しめる環境が整っている」状態を目指した取組を進める。

◆市⺠の文化芸術活動の拠点ともなる文化関連施設については、市⽴・⺠間の文化施設の効率的・効果的な利活
用、連携やアウトリーチ活動の実施等により、市⺠が文化芸術に触れるきっかけとなるほか、市⺠が⾝近に文化
芸術に触れ、親しむことができる取組を進める。

項目 設問内容 主な回答内容 評価

文化芸術の鑑賞 過去1年間の、鑑賞した
文化芸術や受講した公開
講座、市⺠⼤学の状況

・直接鑑賞しなかった
36.2%（H30）→73.8%（R3）

・オンラインで鑑賞しなかった
81.7%

・直接鑑賞した文化芸術は、映画
（アニメを除く）11.4%、音楽
10.7%が多かった

コロナ禍による文化芸術イベン
トの中止などにより、文化芸術
に触れる機会が減ったことによ
ると考えられ、甚⼤な影響が
あったと言える

文化芸術の活動
(創作、参加、
支援）

過去1年間に活動した文
化芸術に関わる活動状況

・活動しなかった
78.1%（H30）→86.7%（R3）

・活動した文化芸術は、作品の創作
4.4%、作品への出演3.9%、習い事
の受講3.8%が多かった

活動しなかった人は、多い傾向
であったが、作品の創作や出演、
習い事など全般的に若⼲減少し
ており、全体的にも減少となっ
た

課題 鑑賞率の低下、文化芸術の低い活動率

課題 文化芸術活動への機会につながる情報や効果的な発信の不⾜

項目 設問内容 主な回答内容 評価

文化芸術の鑑賞
や活動を⾏うと
きの時間

文化芸術の鑑賞や活動は、
時間を作って集中的に⾏う
⼜は空いた時間ですぐに⾏
うを重視している状況

・空いた時間での鑑賞や活動を重視する、ど
ちらかというと重視するの合計 56.3%
・男⼥ともに18〜29歳では、時間を作って
集中的に⾏いたいが多い

空いた時間での鑑賞や活動
がしたいというニーズがや
や多いが、世代によっては
異なる

文化芸術の鑑賞
や活動の質

文化芸術の鑑賞や活動は、
質の高さ⼜は安価を重視し
ている状況

・安価での鑑賞や活動を重視する、どちらか
というと重視するの合計 58.3%
・全ての年齢層で安価での鑑賞や活動が多い

全ての世代に文化芸術の鑑
賞や活動は、安価でしたい
と思っている人がやや多い

文化芸術の鑑賞
や活動の移動コ
スト

文化芸術の鑑賞や活動は、
都内、横浜市内であれば移
動コストはあまり気になら
ない⼜は市内などできるだ
け⾝近な場所を重視してい
る状況

・市内などできるだけ⾝近な場所での鑑賞や
活動を重視する、どちらかというと重視する
の合計 57%
・全ての年齢層で市内などできるだけ⾝近な
場所で鑑賞や活動をしたいが多く、特に男性
の50歳代〜70歳代では6割を超えている。

全ての世代に文化芸術の鑑
賞や活動は、市内などの⾝
近な場所がよいと思ってい
る人がやや多く、特に男性
の50歳代〜70歳代が多い

現状 市内などの⾝近な場所で空いた時間に安価で鑑賞や活動したい人が多い傾向

（３）本市の取組状況

誰もが文化芸術に触れ、参加できる環境づくり「アート・フォー・オール」の取組

博物館、美術館が融合した「川崎らしい」新たなミュージアムの整備に向けた取組

若い世代をはじめ、あらゆる世代が活躍する持続可能なまちづくりを進めていく観点から、「若い世代が
集い賑わうまち」を目指し、川崎らしい地域資源である若者文化の発信により本市の魅⼒を高める取組

障害などの有無にかかわらず誰もが文化芸術に親しんでいるまちをレガシーとする「かわさきパラムーブ
メント推進ビジョン」の取組

地域包括ケアシステム推進ビジョンの取組を支えるとともに、「市⺠創発」による市⺠⾃治と多様な価値
観を前提とした「寛容と互助」の都市型コミュニティの形成に向けた「これからのコミュニティ施策の基
本的考え方」に基づく取組

指定文化財、考古などの埋蔵文化財を活用する取組（文化財保存活用地域計画の策定予定）

項目 設問内容 主な回答内容 評価

文化芸術活動へ
の興味

文化芸術活動に対して、
どの程度興味がある等の
状況

・興味がある、どちらかというと興味
があるの合計 48.6%
・最も興味のある文化芸術活動は、音
楽系が35%と最も多く、次に映像、
動画系が18.5%と多かった

文化芸術活動に対して興味が
ある人は半数程度であるが、
実際に活動するまでに至って
いない

文化芸術活動に
関する情報取得

市内で⾏われている文化
芸術活動（イベントや講
座）の必要な情報が取得
できている等の状況

・文化芸術活動に興味がある人で、市
内で⾏われている文化芸術活動（イベ
ントや講座）の必要な情報が充分に得
られている、まあ得られているの合計
32.2%

文化芸術活動に対して興味が
ある人へ必要な情報が充分に
届けられていない
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問５

問６
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事業名 概要 R4実施実績・効果等 R5実施予定 課題 方向性 所属名

本
音楽のまちづくり推進事
業

多様な活動団体等と協働・連携しな
がら、誰もが身近に音楽を楽しめる
環境づくりを進めることで、まちに音
楽があふれる市民の豊かな心を育
み、活力ある地域社会づくりを進め
ます。

■「音楽のまち・かわさき」推進協議会が実施する、音楽のまちづくりを支えるボランティ
ア育成や情報発信等への支援を行った。
■「かわさきジャズ」は、ジャズを通じてさまざまな出会いと交流の機会を創出するジャ
ズ・フェスティバルとして、9月から11月にかけて、ホールで開催する音楽公演に加え、
フリーライブなどの地域連携プログラムや人材育成プログラムなどを実施した。（入場
者約23,000人）
■「アジア交流音楽祭」を、4月23日(土)・4月24日(日)に、アジア諸国の民族音楽・舞踊
等の祭典として開催した。
■「交流の響き」は、9月24日（土）、ミューザ川崎シンフォニーホールで、地方新聞社主
催の音楽コンクール上位入賞者及びミューザが実施する講座の優秀受講者の計10名
を迎えて開催した。（入場者400人）

■「音楽のまち・かわさき」推議会事務局を川崎市文
化財団と統合することで生まれる効果を検証し、その
相乗効果による事業展開を支援。
■「ジャズは橋を架ける」をテーマに音楽公演、人材
育成、地域連携を柱としたプログラムを開催
■4月29日、30日の「アジア交流音楽祭」において、商
店街や関係団体等と連携した音楽ステージの実施
■9月17日、「交流の響き」の開催

■各事業とも来場者や参加者は同程度で推移してい
るものの、より広い世代の方が興味を持ち、多く来場
されるような工夫が必要とされている。
■地域での音楽事業を支える人材の継続的な育成が
求められる。

■H30に「音楽のまち・かわさき」推進協議会事務局が
川崎市文化財団と統合したことによる、両団体の強み
を活かした事業展開を支援する。
■各事業において改善を図りながら、今後も多様な主
体との連携を強化し、幅広い世代の市民が音楽を楽
しめる環境づくりを推進することで、心豊かな活力ある
地域社会を実現し、魅力を発信していく。

市民文化局
市民文化振
興室

事業名 概要 R4実施実績・効果等 R5実施予定 課題 方向性 所属名

本
映像のまち・かわさき推
進事業

市内の映像資源や企業・団体等と
連携し、川崎の魅力を発信していく
とともに、青少年が映像等に触れ、
学ぶ機会を増やすことにより、将来
の映像文化の担い手を育てていく。

■小学校での映像制作授業や寺子屋等での映像制作ワークショップへ講師派遣等を
行い、映像制作を支援した。合計８件
■「映像のまち・かわさき」推進フォーラムの全体交流会では、オンラインと会場参加に
よる車座集会を開催し、関係者への情報発信と連携の強化を図った。（オンライン参加
者22人、会場参加（理事）14人）
■文部科学省が推進する「土曜学習応援団」に登録しＨＰへ掲載するなど広報を行っ
た。
■地域の企業や団体等と連携し、「かわさきシネマアワード2022」を開催し、1,263人の
応募があった。
■「「映像のまち・かわさき」フェスティバルを３年ぶりに開催し、約200人の参加があっ
た。
■川崎市映像アーカイブを運用し、周知と活用のための映像を制作し、サイトで公開し
た。アーカイブ映像を市内外へ貸出しテレビ等で放映されるとともに、映画大学や市内
ケーブルテレビ局の協力のもと、川崎市政ニュース映画上映会の実施やドキュメンタ
リー映像を放映するなど活用を行った。
■文化芸術を体験するイベント「カフェ・グランデあさお」に参画し、市にゆかりのある映
画監督のパネル展示やPRブースの出展を行った。

■学校や地域での映像制作活動を支援し、映像を身
近に感じてもらえる機会を提供する。
■地域の企業・団体等と連携・協力し、市内各所で、
映画・映像関連イベント「映像のまち・かわさき」フェス
ティバ」ルを実施し、情報発信に努める。
■「映像のまち・かわさき」推進フォーラムの活動広報
の強化を図り、教育委員会や市民への情報発信と連
携の強化を図る。
■川崎市映像アーカイブの安定運用と活用の推進
■市制100周年に向けた映像アーカイブ活用事業の
実施

市内の映像資源を活用した取り組みを実施するにあ
たり、関連する企業や地域団体が相互連携を図ること
で、さらなるまちづくりの推進につなげることが課題と
なっている。また、こうした取り組みを持続可能とする
ためには、行政のかかわり方や「映像のまち・かわさ
き」推進フォーラムとの連携がより一層重要となってい
る。

「映像のまち・かわさき」推進フォーラムの活動支援を
行い、引き続き様々な映像資源を生かした取組を行
う。また、本市の映像資源を活用し、「映像のまち・か
わさき」のさらなる周知を図るとともに、映画・映像関
連イベントを実施することで地域活性化を図る。
・映像に関わる人材育成のため、学校への呼びかけ、
地域の呼びかけ、映像制作授業やシネリテラシー教
育など内容の強化を推進する。

市民文化局
市民文化振
興室

②映像によるまちづくり
  映画大学や４つのシネコン等、市内にある映像資源や企業・団体等と連携し、川崎の魅力を発信していくとともに、子どもや若者が映像等に触れ、学ぶ機会を増やすことにより、創造性を伸ばし、将来の映像文化の担い手を育てていきます。
　また、川崎の歴史や文化芸術に関する映像資料をアーカイブ化し、川崎の近現代の姿を記録するとともに、地域の歴史を知る資料としての活用を図っていきます。

第２期川崎市文化芸術振興計画の取組状況
基本目標１ 文化芸術や地域の特性・資源を活かしたまちづくり

　本市には、様々な文化芸術分野で活動する人や多くの文化関連施設、教育機関があり、豊富な資源を活かしたまちづくりが可能となっています。南北に長い地形の中には７つの区があり、それぞれの地域において特色のある伝統的な文化芸術が受け継がれており個性
豊かな地域性を有しています。
　本市では、音楽や映像をはじめとして、歴史や伝統文化、若者文化など、市内の文化芸術資源を活かしたまちづくりを推進するとともに、これらの魅力を積極的に国内外に向けて発信し、市民の地域への愛着を増進するとともに都市イメージの更なる向上を図ります。

施策1 文化芸術を活かしたまちづくりの推進

①音楽によるまちづくり

　多様な団体等と連携して老若男女、様々な環境の人が身近に音楽に親しめる環境、演奏できる環境を創出することにより、市内各地で培ってきた音楽によるまちづくりの裾野を広げていくとともに、ミューザ川崎シンフォニーホールを中心とした良質な音楽の提供を行っ
ていくことにより、国内外に「音楽のまち・かわさき」の魅力を発信していきます。

　文化芸術の取組を市民の生活の中に浸透させ、まちづくりにつなげることにより、人々の生活に潤いの溢れる、住む人にとっても、訪れる人にとっても魅力的なまち「川崎」を創造していきます。
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事業名 概要 R4実施実績・効果等 R5実施予定 課題 方向性 所属名

本
「しんゆり・芸術のまち」推
進事業

新百合ヶ丘駅周辺に集積する芸術
関係のさまざまな施設や人材など
の地域資源を活かし、事業者、教
育機関、市民、行政等の連携によ
り、「しんゆり」を中心とした活力あ
る地域経済の創造、豊かな地域社
会の実現と芸術を通じた幅広い効
果を追求する「しんゆり・芸術のま
ちづくり」の取組を区全体に広げ、
「芸術・文化のまち麻生」の確立を
目指す。

■「しんゆり・芸術のまち」ホームページやソーシャルネットワーキングサービスによる
情報発信によって、区内外に芸術・文化のまちづくりの情報発信を行った。
■麻生区ゆかりのアーティストと市民のマッチング機能を担う「しんゆりアートナビ」にお
いて、アーティストの紹介動画を制作して掲載し、アートナビの周知を図った。
■アルテリッカしんゆりやkirara@アートしんゆり等地域の芸術関連イベントへの支援を
行った。
■「あさお芸術・文化交流カフェ」を開催し（２回・延べ89人出席）、区内の芸術・文化団
体の情報交換や交流を図った。また、「カフェ・グランデ あさお」を開催し、ステージ・
ワークショップ・展示を通して、幅広い世代に向けて区内の芸術・文化活動の情報発信
と体験の機会の提供を行った（来場者数362人）。
■川崎市アートセンターコラボレーションスペースの活用について意見交換会を実施
し、芸術・文化のコンシェルジュ機能としての活用に向けたトライアルイベントを開催し
た。
■新百合ヶ丘駅南口バスターミナルでの柱巻き広報物の掲示を行い（２回・約２か月）、
新百合ヶ丘駅周辺の芸術・文化活動の周知を図った。

■「しんゆり・芸術のまち」ホームページやソーシャル
ネットワーキングサービスによる情報発信
■アルテリッカしんゆり等地域の芸術関連イベントへ
の支援
■「あさお芸術・文化交流カフェ」（1回）及び全体交流
会「カフェ・グランデ あさお」（1回）の開催
■アートセンターとの連携強化
■新百合ヶ丘駅南口バスターミナルでの柱巻き広報
物の掲示（２回・約２か月）

■地域の諸団体の連携による芸術のまちづくりに資
するイベントが継続して開催されてきている一方、更
なる地域活性化や地域ブランド化に向けて、地域で活
動する芸術・文化団体や新たな民間団体等の集約し
た情報発信が求められている。

■区内の芸術・文化資源を生かした地域活性化や地
域ブランド化に向け、集約した情報発信や芸術・文化
団体の交流・連携を引き続き推進するため、本事業を
継続していく。

麻生区役所
企画課

本 野外上映会開催事業

自然豊かで芸術・文化の香り漂い、
新たな故郷が感じられるまちづくり
が望まれているなか、麻生区に定
着している芸術・文化資源
「KAWASAKIしんゆり映画祭」と連
携しながら「野外上映会」を有効に
活用して、「ふるさとあさお」、「芸
術・文化のまち麻生」を提供する。

■百合丘小学校校庭で野外上映会を開催（来場者数157人）
■王禅寺中央中学校にて野外上映会の実施（R5.8.26
予定）

■転入・転出者も多い中で、芸術・文化を通じた更な
る地域住民の交流が求められているほか、新百合ヶ
丘駅周辺で開催しているKAWASAKIしんゆり映画祭
の事前周知という観点からも、継続して事業を実施す
る必要がある。
■芸術・文化のまちづくりを区内全域に広げていく観
点から、新たな開催会場等について検討する必要が
ある。

■区内学校等関係各所と調整しながら、開催会場等
検討を進める。

麻生区役所
企画課

③アートのまちづくり
　音楽大学やホール、映画大学、アートセンター等の文化資源が集積した新百合ヶ丘周辺地区を中心に文化芸術を活用したまちづくりを行うことにより、人々が集う魅力あるまちを形成します。
　また、文化芸術の振興を支えるボランティアを育成することにより、持続的な文化芸術のまちづくりに取り組んでいきます。
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事業名 概要 R4実施実績・効果等 R5実施予定 課題 方向性 所属名

本 街並み誘導助成事業

歴史的景観資源を有する景観形成
地区において、舗装整備、歴史的
意匠誘導工事等、景観資源を活か
した街なみづくりの取組に対して助
成を行う。

大山街道都市景観形成地区において、届出者に対し助成制度を積極的に周知し、制
度活用を促しつつ景観形成基準に基づき景観誘導を行った。

景観形成地区内における届出の機会等を捉え、助成
制度を活用した景観形成を推進する。

引き続き、様々な機会を捉えた助成制度の周知を
行っていく必要がある。

旧街道等の歴史的に重要な都市景観形成地区等に
おいて、歴史的な景観の形成を推進するため、助成
制度の活用を引き続き行っていく。

まちづくり局
景観担当

複
地域資源を活かしたまち
づくり事業

市民団体と連携し東海道川崎宿や
産業文化財等の地域資源を活かし
て地域活性化を図る。

■東海道川崎宿を活かした地域活性化組織（東海道川崎宿2023）の運営（定例会9回、
シンポジウム部会7回開催）
■東海道川崎宿起立400年を見据えた取組（川崎宿起立400年プロジェクト推進会議
総会１回、企画運営部会10回開催など）
■4月に「東海道川崎宿2023まつり」を開催（来場者約４００名）
■大師サマーフェスタを開催した。（参加者約９２０名）
■「東海道川崎宿スタンプラリー」を開催した。（参加者約９５０名）

■大師ウォークラリーの開催
■東海道川崎宿フラッグ・中間灯の製作
■「東海道川崎宿場まつり」等のイベント開催
■「東海道シンポジウム川崎宿大会」の開催
■狂言鑑賞教室の開催
■東海道川崎宿起立400年以降を見据えた取組推進
（川崎宿起立400年プロジェクト推進会議総会・企画運
営部会の開催、広報・まちなみ検討等各種プロジェク
トの開催）
■東海道川崎宿を活かした地域活性化組織（東海道
川崎宿2023）の運営（定例会等の開催）

■事業推進ロードマップに基づく取組と、今後の担い
手となる川崎宿起立４００年プロジェクト推進会議の後
継団体との調整等

■引き続き、東海道かわさき宿交流館を拠点としたま
ちづくりの推進や東海道川崎宿起立４００年を契機に
新たな担い手と連携したにぎわいの創出等、地域活
性化につながるような取組を進める

川崎区役所
企画課

複
大山街道周辺整備活性
化事業

大山街道の歴史的資源を保全活用
し、地域活性を図るための行政計
画「大山街道マスタープラン」を推
進する。

■大山街道アクションフォーラム運営委員会の開催
→6月14日実施
■提案事業（まちの企画室）の実施
→第1期（3つのプロジェクト）、第2期（2つのプロジェクト）実施
■多世代交流・地域交流促進・大山街道ふるさと館の活用イベントの開催
→大山街道ふるさと館による、ふるさと館祭りの実施（9月・3月）
■他地域と連携したイベントの開催
→世田谷・高津ウォーキング開催（11月・12月）
■広報誌、WEBサイト等を通じた総合的な情報発信
→区ＨＰ及びタウンニュース等を通じた情報発信を実施

■大山街道アクションフォーラム運営委員会
→年に2～3回開催予定
■提案事業（まちの企画室）の実施
→2023年度プロジェクトとして実施予定
■食イベントの実施
→関係者と調整し、実施予定
■多世代交流・地域交流促進・大山街道ふるさと館の
活用イベントの開催
→大山街道ふるさと館によるふるさと館まつりの開催
（9月・3月）
■他地域と連携したイベントの開催
→世田谷・高津ウォーキング開催予定（12月）
■広報誌、facebook等を通じた情報発信

大山街道を核とした具体的な地域活性化策の実施及
び歴史的な資源を生かした環境整備を通じ、交流人
口を増加させ、商店街やコミュニティを活性化させるこ
とが課題である。

引き続き、大山街道アクションフォーラム運営委員会
を中心に「まちの企画室」等の事業を推進しつつ、新
規委員の獲得や大山街道ふるさと館との連携促進を
支援する。

高津区役所
地域振興課

事業名 概要 R4実施実績・効果等 R5実施予定 課題 方向性 所属名

本 生田緑地整備事業

優れた自然環境の中にレクリエー
ション施設や野外博物館等が立地
する多様な総合公園として整備を
進める。

・スタンプラリーや十五夜フェスタ、食の祭典など各種イベントを開催した。
（具体的な取組は、⑨【横断的な視点１】に記載）
・生田緑地のナラ枯れ樹木の伐採や支障樹木の剪定による発生材を活用したワーク
ショップ等を開催した。
（具体的な取組は、⑩【横断的な視点２】に記載）

・生田緑地スタンプラリー
・十五夜フェスタ、（仮称）スプリングマルシェ
・食の祭典
・生田緑地の発生材を活用したワークショップ等
・市制100周年関連事業として、動画「100年先も持続
可能な生田緑地の里山づくり」を製作する。

・生田緑地の整備においては、緑地内活動団体や地
元住民等の関係者が多く、調整等に時間を要する
・生田緑地内の発生材を活用するワークショップや夜
間のイベントは市民団体との調整を要する。

引き続き、生田緑地ビジョンと連携しながら、緑地の魅
力や利用価値を向上するための整備を行う。

建設緑政局
みどりの保全
整備課

施策2 地域資源を活用した特色ある文化芸術活動の推進

　　市内には、東海道のほか、その脇往還としてにぎわった矢倉沢往還（大山街道）、中原街道等が横断し、その宿場町や渡し場等、街道沿いに現在の街並みの原型が形成されてきました。それら街道筋の文化芸術を後世に伝えるとともに、それらを活用した魅力溢れる
まちづくりを行っていきます。

②生田緑地を中心とした地域の魅力の発信

　生田緑地には、豊かな自然と、多くの文化施設があります。これらの資源同士を結びつけることにより、生田緑地を中心とした周辺地域の魅力発信を行っていきます。

①街道筋の文化芸術を活用したまちづくり

　多摩川に沿って南北に長い川崎では、それぞれの地域において特色のある文化芸術や伝統芸能が育まれてきました。また、近年では産業の発展とともに企業が発信する文化等も生まれてきています。
　これら、地域に根ざした川崎独自の文化芸術を活用したまちづくりを進め、魅力の発信を行っていきます。
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③多摩川を活用したまちづくり

事業名 概要 R4実施実績・効果等 R5実施予定 課題 方向性 所属名

本
多摩川景観形成推進事
業

多摩川景観形成ガイドラインを活用
し、周辺の自然環境と調和した魅
力的なまちづくりを推進する。

景観計画の届出業務等において、ガイドラインを踏まえた景観誘導を行った。
景観計画の届出業務等において、ガイドラインを踏ま
え景観誘導を行う。

継続実施
景観計画に基づく届出業務や地区計画の形態意匠条
例策定･届出業務の機会を捉えて、「多摩川景観形成
ガイドライン」を活用した景観誘導を行う。

まちづくり局
景観担当

本
多摩川エコミュージアム
プラン

二ヶ領せせらぎ館、大師河原水防
センターを中心に、新多摩川プラン
等に基づく「憩い・遊び・学ぶ」場の
創出を目指す。

■二ヶ領せせらぎ館の管理運営について、写真・絵・工作等の企画展示（通年　同館
内）、環境学習等への支援を行った。年間来館者30,933名
■大師河原水防センターの管理運営について、環境・歴史に関する写真等の展示や自
然の素材を用いたクラフト作り（通年　同館内）等を行った。年間来館者名14,999名
■多摩川の資源を生かした環境学習に取り組んだ結果4,438名の参加があった。

■桜のコンサート（3月下旬実施）、多摩川水辺の楽校
シンポジウム（2/18実施）を予定。
■丸子の渡し祭り・多摩川で和むe体験（9/23実施）
■登戸の渡し（10/29実施予定）
■二ヶ領せせらぎ館の管理運営について、各種イベ
ントの実施や写真・絵・工作の展示（通年　同館内）等
を行う。また、洪水の歴史などの自然・文化的な資源
を用いて情報発信を行う。
■大師河原水防センターの管理運営について、環境・
歴史に関する写真等の展示や自然の素材を用いたク
ラフト作り（通年　同館内）等を行う。また、干潟などの
自然・文化的な資源を用いて情報発信を行う。
■市民団体との協働で、多摩川の文化的な資源を生
かした環境学習に取り組み、市民・企業・学校等から
のニーズに積極的に応えていく。

　事業を継続させていくための市民団体の年齢層が
高齢化しているため、次世代の担い手の育成が課題
となっている。

　新多摩川プランに基づいて事業を推進し、特にふる
さと資産・遺産活用事業に係る渡し場イベントについ
ては市民団体や企業との連携を深めて、事業の更な
る活性化を図る。また、シンポジウム等の情報発信に
も併せて取り組み、多摩川に関する文化的な知識等
を次世代につないでいく。

建設緑政局
みどり・多摩
川協働推進
課

本
多摩川環境啓発展示事
業

多摩川に生息する魚類を水槽で飼
育し多摩川を身近に感じてもらい、
区役所を安らぎと潤いのある環境と
する。

・水槽２基を設置し、多摩川に生息する小型魚、中型魚を展示。
・多摩川を身近に感じられるよう、季節に応じた看板や魚の解説板の表示のほか、ホー
ムページの更新、チラシの配架を行った。
・親子連れや保育園児などが水槽を覗いている姿が良く見られ、多摩区の自然への理
解を深めるとともに、区役所を身近に感じるきっかけの一つとなっている。

水槽２基を設置し、多摩川に生息する小型魚、中型魚
を展示。
多摩川を身近に感じられるよう、季節に応じた風景看
板や魚の解説板やちらしの配架、ホームページの定
期更新を行う。

より効果的な維持・管理。 継続実施
多摩区役所
企画課

複 高津区まちづくり推進部企画課

　多摩川は川崎の文化形成や生活・風俗に大きな影響を及ぼしてきました。将来に向け、多摩川の景観を守っていくとともに、多摩川を活用した事業や渡し場等の歴史を伝えていきます。

大山街道周辺整備活性化事業
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④地域の伝統文化や文化財を活用したまちづくり

事業名 概要 R4実施実績・効果等 R5実施予定 課題 方向性 所属名

本
ＫＡＷＡＳＡＫＩしんゆり映
画祭事業

「市民（みんな）がつくる映画のお祭
り」として、新百合ヶ丘駅周辺地域
を中心に映画祭を開催し、地域住
民や企業の協力で芸術のまちづく
りを進める。

■「KAWASAKIしんゆり映画祭」の開催を支援し、市民参加による芸術のまちづくりの推
進を図った。来場者実績：1,574人

■「KAWASAKIしんゆり映画祭」の開催を支援する。
■市民が文化芸術活動に参加したり文化芸術に触れ
たりする機会を提供し、地域に根ざした文化活動を育
て発展させていくことが課題となっている。

■「映像のまち・かわさき」の取組と連携し、引き続き、
映像を通したまちづくりや地域の活性化等を推進して
いく。

市民文化局
市民文化振
興室

本 川崎地名研究調査事業

市内にある地名についての調査を
行い、地名の真の由来等を明らか
にし、市民の地域に関する関心と
愛着を深めさせ、併せて地名という
文化の継承を図る。

■書籍「川崎の町名」改正に向けた調査研究（高津区・宮前区・多摩区・麻生区）を実施
した。
■市内各所でかわさきかるたの販売を行ったほか、大判カルタの貸し出しを行った。

■調査結果を踏まえ、書籍「川崎の町名」（改正版）の
編纂及び印刷業務委託を行う。

■市内各所でかわさきかるたの販売を行うほか、大
判カルタの貸し出しを行う。

■地名研究の担い手である日本地名研究所の構成
員の高齢化とそれに伴う活動の継続性の確保

■日本地名研究所の運営体制の強化について研究
所と協議を行っていく。

市民文化局
市民文化振
興室

本
日本地名研究所補助事
業

古い地名・町名の由来を明らかに
し、その土地の原風景や歴史と結
びついた地名の重要性を全国に向
けて発信する日本地名研究所を支
援し、地名という文化の継承を図
る。

■全国地名研究者大会（11月19日20日　福井市　）は地名研究者の貴重な意見交換
の場になった。
■「日本地名研究所通信」の発行(99・100号)や民俗地名語彙辞典編集作業によって、
全国に向けて地名や風土についての研究成果を発信した。
■『地名と風土』第１５号の発刊

■全国地名研究者大会の開催(5/19、20　京都市）
■「日本地名研究所通信」の発行
■『地名と風土』第１６号の発刊

■地名研究の担い手である日本地名研究所の構成
員の高齢化とそれに伴う活動の継続性の確保

■日本地名研究所の運営体制の強化について研究
所と協議を行っていく。

市民文化局
市民文化振
興室

本
歴史と緑を活用したまち
の魅力発信事業

「なかはら歴史と緑の散策マップ」
をべースとして案内板を設置し、区
の魅力発信を効果的に実施する。

丸子の渡し体験、中原街道、その他地域文化財等をテーマに、魅力発信講座を実施し
た。座学とまち歩き、乗船体験などを通して、テーマへの理解が深まる内容とした（座学
を3回、まち歩きを5回、体験型の特別講座を1回実施）。

※「なかはら歴史と緑の散策マップ」は、在庫で対応できたため、増刷は実施しなかっ
た。

①なかはら魅力発信講座の開催
まち歩き3回　座学講座2回

②ボランティアガイド養成講座の開催
まち歩き2回　座学講座2回

③小学生対象特別講座　1回

・区民ボランティアの高齢化による、担い手の固定化、
新たな担い手の不足
・二ケ領用水や中原街道などの一般的な資源に加
え、その他の区内の多様な資源も活用していく必要が
ある。

・誰もが中原区の魅力を発信できるよう新たな担い手
となる人材を育成する。
・既存の資源以外にも他団体と連携することでさらな
る魅力資源の発掘を行う。

中原区役所
企画課

本 ふるさとアーカイブ事業

高津区全体の社会的資産として地
域資料の活用を図り、ふるさと意識
や地域アイデンティティの醸成、地
域ブランディングを進める。

■古写真等収集（約3,600件）
■ふるさとアーカイブ内の写真利用許可（12件）

■ふるさとアーカイブホームページ（データベース）の
維持管理
■ふるさとアーカイブ内の写真利用許可
■ふるさとアーカイブ内の写真の区内電柱に掲示した
「まちかどふるさとアーカイブ」の位置を示したマップ作
成

これまでの事業の中で蓄積してきた古写真等の資料
を区民の方々等により一層活用してもらうことが課題
である。

高津区地域資源ネットワーク事業との連携等、収集資
料の事業横断的な活用の推進

高津区役所
企画課

　市内には、地域の歴史や生活に根ざした数多くの伝統文化、文化財が現在に継承されています。これら文化財等を川崎市文化財保護活用計画に基づき保護し、後世に伝えていくとともに、積極的に魅力を市民に伝えていくよう活用を図っていきます。
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事業名 概要 R4実施実績・効果等 R5実施予定 課題 方向性 所属名

本
橘樹官衙遺跡群保存整
備・活用事業

本市の歴史的原点として重要な遺
跡である国史跡橘樹官衙遺跡群
（橘樹郡家跡・影向寺遺跡）の保存
整備に努め、地域振興や市民活動
に活用するとともに、大学等研究機
関との連携を進め、調査・研究や人
材育成の充実を図る。

■橘樹官衙遺跡群調査整備委員会（学識者委員会）4回を開催し、橘樹官衙遺跡群に
関連する各事項に対する指導・助言を受けた。
■確認調査を5回実施し、その調査成果等をまとめた概要報告を作成した。
■史跡めぐりを1回40人、橘樹学講座2回で71人、発掘調査現地見学会で185人、講師
派遣による4回の講座で80人の参加がありました。
■地元町内会を中心に組織された史跡保存会と協力して、史跡の維持管理を行った。
■橘樹官衙遺跡群整備基本計画短期計画第1期に基づき、建物復元の実施設計を作
成するとともに、緑地整備工事・建物復元工事に着手しました。

■調査整備委員会（学識者委員会）、庁内検討委員
会を開催し、整備基本計画短期計画第1期を推進す
る。
■確認調査の実施。
■史跡めぐりや調査現地見学会、市民向け講座等の
開催。
■小学校を対象にした出前授業の実施。
■市民講座・研究会・シンポジウム等への講師派遣。
■地元町内会を中心に組織された史跡保存会と協力
した史跡保全業務の実施。
■大学と連携した地下レーダー探査による遺跡群の
調査。

市民の地域・地元の歴史に対する関心が高まってい
るため、国史跡橘樹官衙遺跡群保存活用計画に基づ
き、それらニーズに対応した各種事業を実施するとと
もに、そうしたニーズに応えられる体制の整備も必要
となっている。

市民ニーズに応えるため、史跡めぐり等、市民への理
解・認識を深めるための活用事業を今後も継続して実
施するとともに、史跡の価値をさらに明らかにするた
めの調査・研究を進め、文化庁から求められている国
史跡範囲の拡大等を行っていく。また、国史跡地内の
土地所有者からの申し出があった土地の公有地化を
進め、整備基本計画に基づき、市民の利用に供する
ことができるような保存整備を進める。さらに整備が完
了した土地についても市民の利用に供することができ
るように維持管理に努める。

教育委員会
文化財課

本 地名資料室
地名資料室の効率的運営と市民
ニーズを反映した魅力ある博物館
づくりを進める。

■全国の地名に関する資料の収集保存、教育普及に関する取組を実施した。
①地名散歩（座学1回、まち歩き　各回15名×2回）
②地名塾（全５回）
③「夏休み学習相談」事業

■全国の地名に関する資料の収集保存
■地名に関する教育普及事業
（夏休み宿題相談事業・地名散歩・地名塾）

地名資料室の利用者数増に向けた取組を進める必要
がある。

■他事業との連携による地名資料室の利活用の促
進。

教育委員会
文化財課

本 文化財保護・活用事業
市域に保存・継承されている各種
文化財を良好な状態で保存し、調
査、保護、活用などを行う。

■「川崎市地域文化財顕彰制度」の運用により、未指定文化財の顕彰（23件）と記録を
推進した。また、各種文化財調査を実施した。
■川崎市市民ミュージアム保管の指定文化財・考古資料23件について保存修理を実
施した。
■影向寺木造聖徳太子立像の保存修理に際し、補助金を交付した。
■県・市指定史跡の整備・管理を適切に実施した。
■民俗芸能保存協会と共催し、第45回川崎市民俗芸能発表会を実施した。
■文化財ボランティアの活動として、石造物の現況調査を実施し、76件の道標について
現況把握を実施した。
■埋蔵文化財の発掘調査を５回実施した。
■埋蔵文化財活用事業として、史跡めぐり１回で28人の参加がありました。

■「川崎市地域文化財顕彰制度」の運用、各種文化
財調査の実施、。
■川崎市指定文化財（彫刻）の保存修理等の実施。
■市民ミュージアム保管の考古資料の復旧・修復
■文化財ボランティア制度の活用。
■埋蔵文化財の発掘調査や史跡管理の実施。
■川崎市文化財保存活用地域計画の策定。

今後とも文化財保護活用計画に基づき、市内の多く
の文化財を適切に保存・活用することが必要とされて
いる。

市民の郷土に対する認識を深め、地域の人々の心の
よりどころとなるよう、文化財保護活用計画に基づき、
文化財の調査・保護・活用の取組を進める。

教育委員会
文化財課

複 川崎区役所まちづくり推進部企画課

複 高津区役所まちづくり推進部企画課

地域資源を活かしたまちづくり事業

大山街道周辺整備活性化事業

16



事業名 概要 R4実施実績・効果等 R5実施予定 課題 方向性 所属名

本 産業観光推進事業

川崎産業観光振興協議会等と連携
し、産業観光を中心とした観光振興
による地域ブランドＰＲ及び地域経
済活性化の取組を推進する。

■工場夜景の定期ツアーの再開、市内発着工場夜景ツアーの新規造成や東京発川崎
着の工場夜景ツアーの新規造成、産業観光ツアーの開催等
■工場夜景ツアー・産業観光ツアーの実施回数　231回
■工場夜景ツアー・産業観光ツアーの年間参加者数　7,053人

■産業観光ツアー、工場夜景ツアー等を実施し、産業
観光の推進を図る。 ■ポストコロナ社会を見据えた事業展開

■産業観光ツアー、工場夜景ツアー等の実施による
産業観光の推進

経済労働局
観光・地域活
力推進部

本 川崎市マイスター事業

産業の発展や市民生活に必要不
可欠な技能職者の中で、極めて優
れた現役の方を市内最高峰の匠
「かわさきマイスター」に認定すると
共に、卓越した技術・技能の振興・
継承・後継者育成の活動や経済振
興の取組を推進する。

■15名の新規応募があり5名のマイスターを認定
■イベント出展33件、講習会9件、学校派遣23件、その他メディア出演等17件

■4月～5月　新規マイスター募集、6月～10月選考、
11月認定者発表
■イベント出展、学校派遣、講習会実施
■情報発信の拡大

■ものづくりの魅力発信に努め、卓越した技能の奨励
や後継者育成といった課題に対して取り組んでいく必
要がある。

■新たなマイスター候補者の掘り起こしに努め、より
魅力あるマイスターの認定を行う。
■技能の奨励や後継者の育成に向けてイベント出展
や学校派遣、講習会の開催を継続的に実施。
■新たなものづくりの魅力発信に努めるべく、市内の
イベントの新規出展や、マイスターの相互交流機会の
創出を図る。

経済労働局
労働雇用部

本

かわさき産業ミュージア
ム推進事業※令和４年度
に「企業市民交流事業」
へ統合

川崎区役所
企画課

本
さいわいものづくり体験
事業

青少年がものづくりの基礎となる科
学技術を体験的に学ぶとともに地
域と施設との結びつきを図るきっか
けとする。また、親子のふれあいの
機会を提供することにより、ものづく
りへの夢を育む取組を推進する。

■「科学とあそぶ幸せな一日」は、慶應義塾大学新川崎キャンパス、かわさき新産業創
造センター、経済労働局イノベーション推進室と連携して、新川崎・創造のもりで、事前
申込制により令和4年9月10日に開催。(参加児童：223名）
また、慶應義塾大学や関係企業、市民活動団体などの協力を得て、40以上のコンテン
ツ（出展者数：24団体）を掲載。
■「さいわいテクノ塾」は東芝未来科学館と協働で「LEDでひかるクリスマスランタンを作
ろう！」を令和4年5月21日に開催。（参加児童：57名）

■「科学とあそぶ幸せな一日」は、慶應義塾大学新川
崎キャンパス、かわさき新産業創造センター、経済労
働局イノベーション推進室と連携して、新川崎・創造の
もりで令和5年8月26日に開催予定。
■「さいわいテクノ塾」は東芝未来科学館と協働で令
和5年12月16日に開催予定。詳細は東芝未来科学館
と協議のうえ決定する。

■幸区の魅力のひとつとして、地域資源である研究開
発施設等の存在を多くの区民に周知し、理解及び関
心を深める必要がある。また、若い世代の科学技術
への関心が求められる中で、青少年向けに興味深い
テーマを提供して教室を開催し、継続的に科学やもの
づくりを体験してもらうことは非常に重要である。

■参加者から好評を得ており、新たな企画や協力企
業を開拓しながら、引き続き、区内企業等と連携した
事業を推進していく。

幸区役所地
域振興課

事業名 概要 R4実施実績・効果等 R5実施予定 課題 方向性 所属名

本 若者文化発信事業

「若い世代が集い賑わうまち」を目
指し、川崎らしい地域資源である若
者文化の発信により本市の魅力を
高める取組を推進する。

■日常の施設の一つとして位置づける川崎市若者文化創造発信拠点を整備・運営す
る事業について、株式会社 DeNA 川崎ブレイブサンダースを事業者として決定し、令和
3(2021)年度に協定を締結。「カワサキ文化会館」として令和4(2022)年8月28日に供用を
開始した。
■令和4(2022)年7月から令和5(2023)年3月まで、市内8箇所で基本計画に掲げている
コンテンツの体験会を実施（参加者：延べ1,189人）
■ISF Kawasakiを令和4(2022)年11月26日及び27日にチッタエリア及びラゾーナ川崎に
て本市共催で開催。26日はアレーナチッタ内ブレイブサンダースコート及びラゾーナ川
崎にてドリームカップ（ブレイクダンス）やダブルダッチの体験会など、翌27日はチッタエ
リアでスーパ―ブレイク（ブレイクダンス）、ライブペイントなどのイベントを実施。動員数
総計：合計約3,205人（1日目ラゾーナ　710人、アレーナチッタ 695人、2日目チッタ　約
1,800人）

■市内における非日常の施設整備に向けた検討
■市内における日常の施設整備に向けた取組及び検
討
■市内を中心に活動している地域人材を活用した若
者文化の体験会等イベントの開催
■ISF Kawasakiなどの開催支援

■施設整備に向けた候補地の選定や地域住民等の
理解、愛好家におけるマナー意識の涵養など

■若者文化に関する地域人材のマッチングやコーディ
ネート、コミュニティ形成に向けた仕組みづくり
■市内での世界レベルの大会開催に向けた側面支
援
■将来的に市内にバランス良く、複数の施設がある状
態を目指すための検討
■認知度向上や機運醸成を目的とした体験会等イベ
ントの実施

市民文化局
市民スポーツ
室

⑤企業・産業が生み出す文化芸術の活用

　臨海部を始め、市内には多くの近代化遺産や産業文化財が存在します。また、市内の企業等が発信する文化芸術が川崎の文化の一翼を担っています。川崎の近現代化の遺産を残していくとともに、近代化遺産や産業文化財等に市民が気軽にアクセス・見学できる条
件整備と仕組づくりや、新たな観光資源としての掘り起こしと活用を行っていきます。

　本市は、ブレイクダンスやヒップホップなどのストリートカルチャーといった若者文化が盛んです。こうした、川崎らしい地域資源である若者文化の発信により本市の魅力を高め「若い世代が集い賑わうまち」をめざす取組を進めていきます。

⑥若者文化の発信によるまちづくり
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事業名 概要 R4実施実績・効果等 R5実施予定 課題 方向性 所属名

本
シティプロモーション推進
事業

川崎市シティプロモーション戦略プ
ランに基づいて事業を推進し、本市
の対外的な認知度やイメージの向
上及びシビックプライドの醸成を図
る。

■本市の多様な魅力を様々なメディアやブランドメッセージを効果的に活用し、市内外
に発信した。
■特に、多摩川スカイブリッジについては、建設中からツイッターにより随時情報発信
するとともに、シティプロモーション推進業務委託事業者による中央メディア等へのパブ
リシティ活動により、「環境への配慮」などのキーワードを盛り込んだ内容で、テレビ番
組取材を獲得した。

■文化芸術を含めた川崎市の魅力を発信することで
市民の地域への愛着・誇り（シビックプライド）の醸成
と都市イメージの向上を図るため、シティプロモーショ
ンの推進等を行う。

■令和４年度都市イメージ調査の結果では、「音楽の
まち」の市民実感度は23.1％、「映像のまち」の実感度
は36.2％、「多彩な文化施設」の市民実感度は47.2％
となっており、更なるプロモーションを検討する必要が
ある。

■文化芸術を含めた川崎市の魅力を発信することで
市民の地域への愛着・誇り（シビックプライド）の醸成
と都市イメージの向上を図るため、シティプロモーショ
ンの推進等を行う。

総務企画局
シティプロ
モーション推
進室

本 ロケ地川崎推進事業
市内企業施設や本市施設等を映像
関連のロケ地として活用し、都市イ
メージの向上を図る。

■ロケ誘致を推進し、映画やテレビドラマなどの映像作品にロケ地として登場すること
で、本市のイメージアップを図った。市所管施設等を使用したロケ撮影実績：令和４年
度132件（見込み）
■ホームページを活用し、ロケ情報を提供した。

■市内の施設等を映像制作のロケ地として活用し、映
画やテレビなどの映像メディアを通じて本市の魅力を
発信する。
■ホームページを活用し、ロケ情報を提供する。

■ロケ支援の推進
■ホームページの充実

引き続き、川崎市をロケ地とした映画やテレビドラマな
どの映像作品を活用することで本市の魅力を発信す
るとともに、映像関連活動団体等と連携した「映像の
まち・かわさき」の取組を推進する。

市民文化局
市民文化振
興室

本 ＢＵＹかわさき推進事業

市内の名産品を掘り起こし、市内外
にアピールする「BUYかわさきキャ
ンペーン」を展開し消費拡大と市の
イメージアップを図る。

■Ｂｕｙかわさきフェスティバル
　令和4年10月15日（土）

■令和5年11月23日（木）「Buyかわさきフェスティバ
ル」開催予定

Buyかわさきフェスティバルを平成14年から実施して
いるが、開催会場の選択肢が乏しく、効果が限定され
ている。フェスティバルとかわさき名産品認定事業との
連携が十分に図られていない。

さらなる市内消費拡大や市のイメージアップに向け、
Buyかわさきフェスティバルの開催方法やかわさき名
産品認定事業との連携、新たなPR方法等について、
商工会議所と検討を進める。

経済労働局
観光・地域活
力推進部

本 観光振興事業
観光振興プランを推進し、市内への
集客を図る。

■川崎市観光パンフレット「かわさき日和り」や、観光協会ホームページのリニューアル
等による、観光情報の発信
■主要観光施設の年間観光客数   1,262万人
■宿泊施設の年間宿泊客数   171万人
■宿泊施設の年間宿泊客数（外国人）   4万人

■観光ガイドブック「かわさき日和り」の発行をはじめ
とした観光情報の発信 ■ポストコロナ社会を見据えた事業展開 ■さらなる観光振興の推進に向けた施策の展開

経済労働局
観光・地域活
力推進部

本 市制記念花火大会

川崎の市制記念のイベントとして親
しまれている花火大会を開催するこ
とで、「ふるさと川崎」の意識の高揚
を図り、豊かな市民文化の創造を
目指す。

_
■10月21日（土）「第82回川崎市制記念多摩川花火
大会」開催
■100周年プレイベントとして、広報用の動画の撮影

■安全対策
■人件費、資材費高騰等に伴う経費増大
■企業協賛金の減少に伴う資金の確保

■安全かつ継続可能な花火大会に向けた企画の立
案・実施

経済労働局
観光・地域活
力推進部

施策3 「川崎の文化」の国内外への発信
　魅力的な川崎の文化芸術を育てるとともに、国内外に向けて発信することにより、都市イメージの向上や観光客の誘致を図り、個性と魅力が輝くまちづくりを進めていきます。

①国内外への魅力発信

　民間活力による音楽祭を含む質の高い音楽事業や、全国に発信できる魅力的な文化事業等を実施するとともにこれらの事業を、川崎市の魅力として国内外へ発信することにより、市内外から人々が集う、賑わいのあるまちづくりを進めていきます。
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事業名 概要 R4実施実績・効果等 R5実施予定 課題 方向性 所属名

本
観光振興・タウンプロモー
ション推進事業

地域資源を活かした観光振興に取
り組み賑わいと魅力あるまちづくり
を推進する。

■地域資源のPR事業
　・観光ポスター、ガイドマップ、ガイドブック等の作成（あわせて6万部発行）
■各種メディアへのアプローチ（18本のリリース、広告換算額4.6億円）
■地域資源を活用したレクリエーションイベントの実施（参加数：約250人）
■ＳＮＳの活用（フォロワーの増加 Twitter：約1.2倍、Instagram：約1.2倍）

■地域資源のPR事業
　・観光ポスター、ガイドマップ、ガイドブック等の作成
（あわせて6万部発行）
■地域観光活性化支援事業
　・地域イベント出店（区内、狛江市のイベント出店）
■都市間交流事業
　・藤枝市、南房総市との物産交流、イベント出店
■地域の賑わい創出・区民自ら区の魅力を発信する
取組
　・観光ボランティアガイドによる各種ガイドツアーの
実施（年10回程度開催）
■各種メディアへのアプローチ（ニュースレターの活用
等）
■地域資源を活用したイベントの実施
■ＳＮＳの活用

■観光協会が、持続的かつ主体的に活動していける
ための人材発掘や仕組みづくり。
■様々な主体と連携しながら、区民が主体的に地域
を盛り上げていく仕組み作りと持続可能な事業構築。

■生田緑地や多摩川、個性的な文化施設等、豊富な
地域資源を活用し、地域の魅力をPRし、地域への誇
りや愛着を育むとともに、区のイメージｱｯﾌﾟを図り、交
流人口の増加を目指す。
■区民が主体的に地域を盛り上げていく取組を支援
する。

多摩区役所
企画課

複 国際親善事業

姉妹・友好都市等との交流により相
互理解を深め、海外への情報発信
により国外における川崎市の認知
度を高める。

■オーストラリア・ウーロンゴン市に対し、川崎ジュニア文化賞大賞受賞作品や大賞受
賞者をはじめ関係者の協力を得て作成したビデオメッセージを送付することを通じて、
市の魅力を発信し、市のイメージの向上を図った。

■姉妹・友好都市等の視察受入れの実施
■国際交流を推進する市民・団体の「かわさき国際友
好使節」への認定

■それぞれの都市が持つ特性を活用し、お互いのメ
リットを明らかにした互恵関係が構築できる交流事業
を実施する必要がある。
■新型コロナウイルス感染症の影響による社会変容
を踏まえ、オンラインの活用など新たな手法で記念事
業を実施する必要がある。

■交流事業については、相手方との調整により事業
内容やスキームが決定するため、引き続き事業手法
等について検討を行いながら、効果的・効率的に事業
を実施していく。

総務企画局
国際交流担
当

複
姉妹・友好都市提携記念
事業

姉妹・友好都市提携10周年・20周
年等の節目に記念行事や代表団
の相互交流等を実施する。

■オーストリア・ザルツブルク市との市長親書交換の実施
■オーストリア・ザルツブルク市及びドイツ・リューベック市の写真展の実施
■オーストラリア・ザルツブルク市との青少年音楽交流の実施
■市民がオーストリア・ザルツブルク市及びドイツ・リューベック市とのつながりを実感で
きるような各局区の音楽事業と連携した取組の実施

■それぞれの姉妹・友好都市が持つ特性を活用し、
お互いのメリットを明らかにした互恵関係が構築でき
る姉妹・友好都市提携記念事業に向けて、交流を継
続していく必要がある。

■姉妹・友好都市との交流を継続し、令和８年度以降
の姉妹・友好都市提携周年記念事業の実施に向けた
調整を各都市と実施していく。

総務企画局
国際交流担
当

複 交流推進事業

国内外の情報提供及び市民による
国際交流活動を推進することによ
り、国際相互理解の増進と国際友
好親善に寄与するための事業を行
う。

■ホームページ、多言語情報誌「ハローかわさき」等による情報提供
■本市友好都市への市民交流団の派遣、市民と外国人とのふれあいを深めるイベン
ト、講座等の開催
■民間国際交流団体への補助事業、ボランティアの活動支援

■ホームページ、多言語情報誌「ハローかわさき」等
による情報提供
■本市友好都市への市民交流団の派遣、市民と外国
人とのふれあいを深める「インターナショナル・フェス
ティバル」などのイベント、講座等の開催
■民間国際交流団体への補助事業、ボランティアの
活動支援

■より効果的な情報提供や交流を促進する事業実施
の検討

引き続き、国際相互理解の増進と国際友好親善に寄
与するための事業を行う。

市民文化局
多文化共生
推進課

複 都市間交流推進事業
友好都市等との文化芸術・人材の
相互交流の推進を図る。

■国内友好都市である那覇市にある佐藤惣之助詩碑を首里城公園内に移設完了した
記念式典を開催し、本市長らが出席するとともに、本市市民文化大使による歌唱や詩
碑移設の会代表への感謝状贈呈等を通じて、文化芸術・人材等の相互交流として推進
しました。さらに、川崎沖縄県人会の協力により、PR映像制作や那覇市での展示の支
援等を行い、那覇市とも情報共有を図りながら、人的交流を行いました。
■「那覇市制101周年記念式典」において、本市長らが出席し、本市の紹介をするなど
本市のイメージアップにつながりました。
■国内友好都市である中標津町の夏祭りにおいて、友好都市提携30周年記念事業を
開催し、本市市民文化大使による歌唱や友好都市PRパネル展等を通じて、文化芸術・
人材等の相互交流として推進しました。
■かわさき市民祭りにおいて、中標津町の出店に合わせて中標津町長が本市長表敬
を実施するとともに、かわさきFMの番組に中標津町長及び本市職員が出席し、友好都
市提携30周年のPRを行いました。
■本市及び国内友好都市３都市との交流の経緯等の紹介・PRパネルを作成し、中標
津空港、アゼリア広報コーナーや新春賀詞交換会で展示し、広報・周知を行いました。

■友好都市等との文化芸術・人材等の相互交流の推
進

■友好自治体との相互理解と友好親善をより深め、
本市のイメージアップにつながる交流プログラムの検
討

■本市にゆかりのある、文化芸術、スポーツ等で活躍
する人材を、友好都市の文化交流事業・行事に派遣
することにより、本市の魅力を広報、イメージアップを
図るとともに、友好都市の地域活性化及び文化・観光
等事業推進の一助とする。

市民文化局
多文化共生
推進課
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事業名 概要 R4実施実績・効果等 R5実施予定 課題 方向性 所属名

複
国際交流センター管理運
営事業

国際的な文化交流及び市民交流を
促進することにより相互理解を深
め、市民の文化の向上及び国際友
好親善の発展に寄与するための事
業を行う。

■国際交流や多文化共生を促進する講座・イベント等の開催及び日本語・外国語等の
研修の実施について、新型コロナウイルス感染症の対策として、昨年度に引き続き、オ
ンラインによる講座運営を行いました。また、日本語講座では、新たに「しごとの日本語
講座」を実施しました。また、新型コロナウイルス感染症対策を行いながら、対面により
実施したことにより、新規参加者が増加しました。さらに、オンライン化の普及に向けた
環境整備として、新型コロナウイルス感染症対策地方創生臨時交付金を活用し、Wi-Fi
環境の拡充を実施しました。
■国際交流や多文化共生に取り組む市民団体の支援として、SNSや情報誌「SIGNAＬ」
を活用し、情報発信を行いました。
■外国人窓口相談については、昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症の関連
相談（ワクチン接種、医療など）が多く寄せられたほか、日本語学習に関する情報提供
や行政機関等の窓口との通訳・翻訳による連携など、多岐にわたる相談に対応し、相
談件数が大幅に増加しました。

■「国際交流センターだより」等による国際交流に関
する情報提供
■外国人市民等の日本語学習を支援する日本語講
座や、文化を通じた国際理解を促進する外国語によ
る講座の開催
■外国人による日本語スピーチコンテストの開催
■11言語による相談事業の実施。

■より効果的な情報提供や交流を促進する事業実施
の検討

引き続き、市民の文化の向上及び国際友好親善の発
展に寄与するための事業を行う。

市民文化局
多文化共生
推進課

複 市民文化大使事業
市民文化大使を活用し本市の魅力
をアピールするとともに都市間交流
を推進する。

■市民文化大使は個々の活動や市の事業への協力により、川崎市の魅力のPRやイ
メージアップなどに貢献した。
■友好都市３０周年を記念して、中標津町で開催された「なかしべつ夏祭り」にて、市民
文化大使がステージを行った。

■市民文化大使に対して市の文化イベント等の情報
提供を行い、大使による発信に繋げる。
■第11期市民文化大使の改選に伴う記者会見を行う
（任期は令和5年12月1日～令和7年11月31日）。

■市民文化大使の更なる活用
■引き続き市民文化大使と連携した取組を行うととも
に、より効果的な大使の活用と市のPR等に繋がる取
組を実施する。

市民文化局
市民文化振
興室

事業名 概要 R4実施実績・効果等 R5実施予定 課題 方向性 所属名

本
外国人市民施策推進事
業

外国人市民代表者会議のメンバー
やその他の外国人市民と日本人市
民の交流を図ることで、国籍や民
族、文化の違いを豊かさとして生か
し、すべての人が互いに認め合い、
自立した市民として共に暮らすこと
ができる「多文化共生社会」の実現
を目指す。

■多文化フェスタさいわいにおいて、外国人市民代表者会議の代表者が世界のお茶を
提供するなど来場者と交流を図る
■かわさき市民祭りにおいて、外国人市民代表者会議ブースを出展し、クイズや国旗
描きコーナーを通して子どもを中心とした来場者と交流（来場者約670人）

■インターナショナル・フェスティバルinカワサキ及び
多文化フェスタさいわいにおいて、外国人市民代表者
会議の代表者がパネル展示やゲーム、世界のお茶提
供等を通じて、子どもを中心とした来場者と交流を図
る。
■かわさき市民祭りにおいて、代表者によるパレード
への参加、ゲーム等によって来場者と交流を図る。

より多くの市民に様々な国・地域の文化について興味
を持ってもらうため、年毎に企画内容に工夫を加えて
いくことが求められる。
また、外国人市民代表者会議のPRの場でもあること
から、日本人・外国人双方の市民に代表者会議につ
いて関心を持ってもらうため、より効果的な広報・宣伝
を行っていく必要がある。

引き続き、市民祭り等多くの市民が集まるイベントに
参加し様々な国・地域の文化を紹介すること等を通じ
て、国籍や民族、文化の違いを豊かさとして生かし、
すべての人が互いに認め合う地域社会づくりを目指
す。

市民文化局
多文化共生
推進課

複 総務企画局総務部国際交流担当

複 総務企画局総務部国際交流担当

複 市民文化局市民生活部多文化共生推進課

複 市民文化局市民生活部多文化共生推進課

複 市民文化局市民生活部多文化共生推進課

複 市民文化局市民文化振興室

国際交流センター管理運営事業

市民文化大使事業

　　海外や国内の諸都市との交流により、異なる地域の文化芸術に触れる機会を提供するとともに、都市間の友好親善や市民の相互理解を促進します。
　　また、文化芸術活動を通じて市民が多様な文化を理解し、尊重し合うことができるよう、地域などでの文化交流を促進します。

国際親善事業

姉妹・友好都市提携記念事業

交流推進事業

都市間交流推進事業

②文化交流の推進
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事業名 概要 R4実施実績・効果等 R5実施予定 課題 方向性 所属名

複 芸術のまちイベント事業

「川崎・しんゆり芸術祭（アルテリッ
カしんゆり）」の開催支援及び人材
育成事業としてアート講座、ラゾー
ナ川崎プラザソル若手演劇等を実
施する。

　■文化に関連した施設や人が集積しているという特性を活用して、ゴールデンウイー
クを中心に開催されている地域主体の総合芸術祭「川崎・しんゆり芸術祭アルテリッカ
しんゆり2022」を支援し、３年ぶりの本格開催となる31演目・41公演を行い、総来場者数
が昨年の２倍を上回る19,000人となった。市・川崎市文化財団、映画大学、音楽大学等
で「芸術によるまちづくり・かわさき」実行委員会を組織し、国庫補助金を活用したアート
講座舞台芸術を中心とした人材育成及び、ボランティア育成を支援した。

　川崎・しんゆり芸術祭アルテリッカしんゆり2022に従事したアートボランティアの登録
者数：180人、活動者数：125人
　アート講座2022に従事したアートボランティア　61人

■「川崎・しんゆり芸術祭（アルテリッカしんゆり）
2022」でのアートボランティアの活動支援
■アート講座は、音楽や舞台芸術関係の著名人や地
域の文化人材を講師に迎え、講座としての魅力向上
を図りながら、アートボランティア募集等を引き続き行
う。
■市制100周年及び全国都市緑化かわさきフェアの
一環としてアウトリーチ企画を進める。

■アートボランティアの高齢化に伴う世代交代をス
ムーズに行うこと

■文化に関連した施設や人が集積しているという特
性を活用して、ゴールデンウイークを中心に開催され
ている地域主体の総合芸術祭「川崎・しんゆり芸術祭
アルテリッカしんゆり」を支援する。

市民文化局
市民文化振
興室

事業名 概要 R4実施実績・効果等 R5実施予定 課題 方向性 所属名

複
アートセンター管理運営
事業

川崎市の文化芸術の創造拠点とし
て、芸術文化の創造、発信及び交
流を促進する。また、芸術文化の鑑
賞の機会を提供し、市民の文化芸
術の発展に寄与する。

■小劇場では179回の公演を実施し、また映像館では1,448回の上映を行った。（小劇
場＋映像館の入場者数：58,480名）
■市民参加型の地域劇団「わが町」の公演を5回実施したほか、オンラインでも配信を
行った。（入場者数：801名、オンライン112名）
■地域劇団では地元の人材を、また、しんゆりジャズなどでは地元音楽大学出身の若
手アーティストを起用した。
■開館15周年記念事業として「どん底　４Kレストア版」の上映権を購入し、４週間上映
した。（入場人員685名）

■アルテリオ小劇場において、プロデュース公演と市
民劇団の公演や寄席、ジャズなど幅の広い舞台芸術
や鑑賞事業等を実施する。
■アルテリオ映像館において、芸術的・文化的価値の
高い名画、秀作を選定し上映するとともに、バリアフ
リー上映やワークショップ等を実施する。
■アルテリッカ開催15周年

利用者の増加や施設の活用に向け、市民ニーズを踏
まえながら、収入確保やサービスの向上に取り組む。

文化芸術の創造・発信・交流を促進するための施設と
して、小劇場や映像館を活用した芸術文化の鑑賞会
の開催、ワークショップ事業の実施、青少年の舞台芸
術活動への参加の支援等に取り組み、市民が身近に
芸術文化を鑑賞できる機会を提供するとともに、文化
芸術を通した市民相互の交流機会を提供する。

市民文化局
市民文化振
興室

複 市民文化局市民文化振興室

②若手芸術家等の育成支援

　文化芸術活動を行う若手芸術家に対し、発表の場やワークショップ等の機会の提供、人材交流の機会等を通し若い世代の才能発掘や、支援を行っていきます。

芸術のまちイベント事業費

　芸術活動を支える人材や文化芸術を理解し、楽しむ人々の存在が不可欠です。本市では、これらの人材の発掘やその支援を進めるとともに子どもや若者が様々な文化芸術に触れ、楽しむ環境を作ることにより、地域の文化芸術活動を支える人材の育成を促進し、持続
的に文化芸術が発展していくまちづくりを進めていきます。
　また、地域の人材、企業、文化関係機関等と行政がそれぞれの役割を担い、連携することで地域全体で文化芸術活動の振興を図るとともに、地域の活性化につなげていきます。

施策1 文化芸術を支える人材の育成と活躍の機会の提供
　文化芸術活動を行う人材や、活動を支える人の育成を進めるとともに、その活躍の場を広げていくことにより、文化芸術を地域で支えていく取組を推進していきます。

①ボランティアの育成と活躍機会の拡充
　文化芸術活動を行う若手芸術家に対し、発表の場やワークショップ等の機会の提供、人材交流の機会等を通し若い世代の才能発掘や、支援を行っていきます。

基本目標2 人材の育成と協働による文化芸術の振興
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事業名 概要 R4実施実績・効果等 R5実施予定 課題 方向性 所属名

本 男女共同参画センター

男女が社会の対等な構成員とし
て、あらゆる分野の活動に参画す
るため「川崎市男女共同参画セン
ター」を設置しており、この施設の
ホールは青少年の主体的な舞台芸
術活動の促進に寄与している。

■ホール貸出実績
839件、77,118人
■講座・研修・イベント事業
・すくらむ21まつりの開催（参加者〔出演者・来場者〕1,183人）
・ウィメンズ・ジャズ・フェスティバル＠すくらむ21（参加者229人）
　（市民を対象とした文化芸術活動の発表の場を提供した。）
・すくらむ２１シネマ＆トーク（参加者数131人）
・すくらむ２１親子上映会（参加者数102人）

■ホール等貸館事業（通年）
■講座・研修・イベント事業
・親子でくつろぐコンサート
・すくらむ２１シネマ＆トーク
・すくらむ21まつり
　（6月25日(日)開催予定）

■施設の老朽化に対して、利用者が快適に利用でき
るよう、今後も修繕を計画的にすすめる必要がある。

■今後も、多くの市民が快適に利用していただけるよ
う、施設の老朽化に対して計画的に改修していく。
■研修・講座・イベント事業において、男女共同参画
推進に資する、かつ市民の文化芸術振興に寄与する
企画を行う。

市民文化局
人権・男女共
同参画室

本
こども文化センター運営
事業

小学生の居場所、乳幼児の子育て
支援、中学生、高校生の活動の
場、市民活動の地域拠点として計
画的な環境整備を行う。

令和４年度利用人数：1,317,436人（ふれあい館含む）

様々な体験、経験を重ね、青少年が文化芸術に
触れる機会を得られるよう、各種行事等を計画、
実施することにより、子ども・若者の健全育成を推
進していく。

基本的な感染症対策を講じつつ、各利用室の利
用方法や各行事の実施について継続して検討し
ながら取組を進めていく必要がある。

引き続き、文化芸術活動を行う人材や、活動を支
える人の育成を進めるとともに、その活躍の場を
広げ文化芸術を地域で支えていく取組を推進して
いく。また、次世代を担う青少年が身近に文化芸
術に触れることができる環境の充実を図り、地域
の文化芸術を支える人材を育成する。

こども未来局
青少年支援
室

本
こども文化センター運営
事業（ふれあい館）

小学生の居場所、乳幼児の子育て
支援、中学生、高校生の活動の
場、市民活動の地域拠点として活
用するとともに、日本人と外国人の
児童のふれあいを推進する。

令和４年度利用人数：36,895人（桜本こ文含む）

様々な体験、経験を重ね、青少年が文化芸術に
触れる機会を得られるよう、各種行事等を計画、
実施することにより、子ども・若者の健全育成を推
進していく。

基本的な感染症対策を講じつつ、各利用室の利
用方法や各行事の実施について継続して検討し
ながら取組を進めていく必要がある。

引き続き、文化芸術活動を行う人材や、活動を支
える人の育成を進めるとともに、その活躍の場を
広げ文化芸術を地域で支えていく取組を推進して
いく。また、次世代を担う青少年が身近に文化芸
術に触れることができる環境の充実を図り、地域
の文化芸術を支える人材を育成する。

こども未来局
青少年支援
室

本 わくわくプラザ事業

学校や地域との連携を図りながら
児童が安全に利用しやすい施設と
なるよう環境整備を進め、地域の中
での健全な遊びを通じて放課後の
居場所づくりを支援する。

令和４年度わくわくプラザ登録率：34％
全市立小学校１１４校で、わくわくプラザ事業を実
施し、児童が安全で安心できる放課後の居場所を
確保していく。

基本的な感染症対策に努めながら、わくわくプラ
ザ事業を実施していく必要がある。

引き続き、学校や地域との連携を図りながら児童
が安全に利用しやすい施設となるよう環境整備を
進め、地域の中での健全な遊びを通じて放課後
の居場所づくりを支援していく。

こども未来局
青少年支援
室

③子どもや若者が文化芸術に触れる機会の充実

　子どもや若者が文化芸術に触れ、楽しむきっかけづくりや、文化芸術活動への支援を充実させていきます。
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事業名 概要 R4実施実績・効果等 R5実施予定 課題 方向性 所属名

本
子どもの権利施策推進事
業

広く市民に子どもの権利について
の関心と理解を深めるため、「かわ
さき子どもの権利の日のつどい」、
市民企画事業等を開催し、子ども
向け川崎市公式ホームページで、
子どもがより豊かに生活し、社会に
参加するきっかけづくりができるよ
うな情報を発信する。

■11月20日の「かわさき子どもの権利の日」に関連して子どもの権利についての
広報及び啓発を行う事業。市民企画事業などのほか、次のとおりイベントを実施
した。
名称：かわさき子どもの権利の日のつどい
実施日：令和4年12月10日
実施場所：麻生市民館
参加者数：大会議室企画は延べ156人
内容：大会議室企画をメインイベントとし、午前は映画上映、午後はＣＡＰワーク
ショップを実施した。その他の諸室で、子どもの権利条約関連書籍の展示やぬり
絵・かるた体験、小中学生人権ポスターの展示、出張子ども夢パーク、子どもの
権利に関する行動計画意見募集、子どもの権利条約フォーラムのオンライン参
加等を実施し、それらを子ども放送局が中継した。
市民企画事業は11月20日前後１ヶ月間に親子で楽しむ読み聞かせやワーク
ショップなどオンラインも含めて14団体が実施した。

■11月20日の「かわさき子どもの権利の日」に関
連して子どもの権利についての広報及び啓発を
行う事業。市民企画事業などのほか、次のとおり
イベントを実施する予定。
名称：かわさき子どもの権利の日のつどい
実施日：令和5年12月9日
実施場所：高津市民館
内容：子どもの権利に関する講演会・ワークショッ
プ、かわさき子どもの権利フォーラムとの連携、そ
の他、市民企画事業団体との合同企画など。

■市民企画事業参加団体や子どもの権利の日の
つどいの企画・運営へのボランティアスタッフとの
協働の在り方について検討する必要がある。

■より多くの市民が参加できるよう検討を重ねる。
市民との協働において市民企画事業や子どもの
権利の日のつどいの企画・運営等を実施するた
めに検討と実践を重ね、より効果的かつ効率的な
子どもの権利に関する広報・啓発を行う。

こども未来局
青少年支援
室

本 青少年活動推進事業
青少年が積極的に社会活動に参
加できるよう、参加意識の醸成と環
境づくりを推進する。

■川崎市の青少年を中心に、青年層の社会参加を図ることを目的として、令和4
年度川崎市青少年フェスティバルを開催するため、公募等により実行委員を募
集した。実行委員等により、企画立案及び当日の運営等が行われた。
期日：;令和5年3月12日(日)来場者数：956人
■２０歳という人生の節目を迎える若者が、社会の一員として、また川崎市民とし
ての自立と責任を自覚し、人や地域とのつながりのなかで、これからの人生を実
り多きものとすることを願って、令和5年川崎市「二十歳を祝うつどい」を開催。新
型コロナウイルス感染症対策として、3部開催にすることで1部あたりの参加人数
を減らして開催した。当日に会場に来なくても参加ができるよう、YouTubeチャン
ネルでの式典のオンライン配信を並行して実施した。また、ビデオメッセージなど
の動画制作を行い上映・配信を行った。
期日：令和5年1月9日(月)来場者数：5,746人(対象者数：13,891人)・オンライン配
信最大同時視聴者数：1,024人

■川崎市の青少年を中心に、青年層の社会参加
を図るため、令和5年度川崎市青少年フェスティバ
ルを開催する。
期日：令和6年3月10日(日)
■２０歳という人生の節目を迎える若者が、社会
の一員として、また川崎市民としての自立と責任
を自覚し、人や地域とのつながりのなかで、これ
からの人生を実り多きものとすることを願って、川
崎市「二十歳を祝うつどい」を開催する。
期日：令和6年1月8日(月)

■イベントの実施を通じて、青少年が社会参加を
通じた達成感や自己有用感を得て次代の担い手
育成の一助とするため、今後もより多くの青少年
の社会参加を促していく必要がある。

■引続き、青少年の社会参加の場として、青少年
の様々な発想が活かされ、青少年自身が企画運
営に参画する機会を提供する。また、貴重な経験
の場として、より多くの青少年が実行委員及び当
日ボランティアの体験ができるよう公募等、参加
拡充の取組を行っていく。
■より良い「二十歳を祝うつどい」を開催するた
め、今後も青少年層の意向を尊重した内容となる
よう、「二十歳を祝うつどい」サポーターを公募し、
参加者の心に残る式典を目指していく。

こども未来局
青少年支援
室

本
中原区青少年吹奏楽コン
サート

区内の中学校、高等学校吹奏楽部
によるｺﾝｻｰﾄを実施し、音楽を通じ
た青少年の育成と文化の薫り高い
まちづくりを推進する。

■中原区内中学・高等学校吹奏楽部を対象に法政大学第二中高等学校でコンサート
を開催し、出演者約500人が参加した。
■音楽を通じたまちづくりの推進、地域の活性化、青少年の健全育成のために青少年
指導員協力の基、中原区青少年吹奏楽コンサートを実施することで、青少年の社会活
動への積極的参加や、世代や地域間の交流を促進している。

■中原区青少年吹奏楽コンサート実行委員会が主催
し、法政大学第二中高等学校を会場として、区内中学
校９校、高校５校の吹奏楽部による学校演奏、各校有
志による合同演奏、及びゲスト奏者による演奏を行な
う。当日は出演校生徒によるコンサート運営補助を行
う。

■限られた時間の中で、参加校の演奏が手際よく予
定時間内に終了できるよう実行委員で多くの事前調
整が必要となる。
■会場控室が出演者に対して、狭小であり、会場変
更を行うなどの根本的な見直しが必要となる。

■参加校の教員、生徒及び来場者からのアンケート
結果も踏まえながら、音楽を通じたまちづくりの推進、
青少年の育成、世代間の交流機会の充実を図ってい
く。

中原区役所
企画課

本
多文化共生教育推進事
業

子どもたちの異文化理解と相互尊
重をめざした学習を推進します。ま
た、多文化共生と多様性を尊重し
た意識と態度の育成を推進します。

①については、延べ252人の講師を派遣しました。
②については、外国人教育推進連絡会議については、書面開催にて1回開催しました。
③については、「学校の中でできる多文化ふれあい交流会」を1月にオンライン開催し、
情報交換を実施しました。

①民族文化の紹介や指導等を行う外国人市民等を講
師として派遣
②外国人教育推進連絡会議の開催を通じた情報交
換
③各学校の多文化共生教育の充実に向けた情報交
換

①については、中学校での実施校数が少ないのが現
状です。（令和4年度の実施校は1校。令和5年度実施
予定校は0校）

①文化体験のバリエーションを増やしながら、希望す
る学校が実施できるよう可能な限り規模を拡大して継
続していきます。
②会議の在り方や持ち方の検討を行いながら、引き
続き継続していきます。
③効果的な学校間の情報共有が図れるよう、引き続
き継続していきます。

教育委員会
教育政策室
人権・多文化
共生教育担
当

本
子どもの音楽活動推進事
業

音楽に対する豊かな感性を育み、
音楽に親しんでいけるよう音楽の
すばらしさを体験させ、心豊かなま
ちの実現を目指す。

■令和5年1月22日、ミューザ川崎シンフォニーホールにおいて、第19回「子どもの音楽
の祭典」を実施。市内中高生で結成された「ヤングかわさきジョイフルバンド」の演奏
会、市内小・中学生による音楽発表会を実施した。
■テアトロ・ジーリオ・ショウワ及びミューザ川崎シンフォニーホールにおいて、東京交響
楽団による市立小学校の児童を対象とした演奏会を10月25日、26日、31日の3日間計8
公演を実施し、109校　11,420名が参加した。
■市立中学校の吹奏楽部を対象に、市内音楽大学の施設を利用し、音大生等による
専門的な技術指導を受ける合同練習を4回にわたり実施した。

■令和6年1月28日、ミューザ川崎シンフォニーホール
において、第20回「子どもの音楽の祭典」を実施。市
内中高生で結成された「ヤングかわさきジョイフルバン
ド」の演奏会、市内小中学生による音楽発表会を実施
予定。
■テアトロ・ジーリオ・ショウワ及びミューザ川崎シン
フォニーホールにおいて、東京交響楽団による市立小
学校の児童を対象とした演奏会を10月2日・3日・31日
3日間計8公演を実施予定。
■市立中学校の吹奏楽部を対象に、市内２つの音楽
大学の施設を利用し、音大生等による専門的な技術
指導をを受ける合同練習を4回にわたり実施予定。

■「音楽の祭典」事業では、参加者、入場者数を確保
するため、効果的な広報活動を検討している。
■「オーケストラ鑑賞」「ジュニア音楽リーダー育成事
業」では、年々、希望校が増加しており、できるだけ多
くの子どもが参加できる方法の検討が引き続き必要で
ある。

■「音楽の祭典」事業では、事業全体内容を精査し、
充実した祭典を実施することを目指す。また、広報活
動の充実により、広く参加者を募り、入場者の確保を
図っていく。
■「オーケストラ鑑賞」では、参加希望校が増える中、
なるべく多くの子どもが参加できるよう、公演回数、公
演会場等を今後も引き続き検討し、充実した事業実施
を目指す。
■「ジュニア音楽リーダー育成事業」では、効果的な
指導ができるよう、実施時期、回数等の実施方法を検
討し、充実した事業実施を図っていく。

教育委員会
指導課
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事業名 概要 R4実施実績・効果等 R5実施予定 課題 方向性 所属名

複
川崎区企業市民交流事
業

企業の地域社会貢献活動の機運を
高めるとともに、生活市民と企業市
民の交流の場づくりと協働による魅
力あるまちづくりを進める。
区内に残された産業文化財を保存
し、地域資源として活用を図る。

■川崎区企業市民交流事業推進委員会を3回、部会を6回開催、研修会を１回開催
■「川崎臨海部の夢発見！バスツアー」を2回実施、「かわさき区の宝物」ペーパークラ
フトの制作を活用した魅力発信、「かわさき区魅力発見宝物ウォーキングガイドブック」
の増刷
■区内中学校出前授業を9校で開催、交流イベント「かわさき企業市民交流Day」の開
催
■地域史、区内企業の取組などをテーマとする「産業ミュージアム講座」を3回実施し
た。
■川崎区の近代化遺産や産業文化財、「ものづくりの文化」などを知ってもらうことを目
的とするウォーキングツアーを1回実施した。
■川崎宿起立４００年と連携した、「かわさきく区の宝物」の啓発として、宝物シート
No.1-1「川崎宿」にちなんだクリップバッジボールペンを作成した。

■川崎区企業市民交流事業推進委員会を3回、部会
6回、研修会1回程度開催
■「川崎臨海部の夢発見！バスツアー」を2回実施、
宝物シートNo.1-1「川崎宿」にちなんだクリップバッジ
ボールペンの作成
■区内中学校出前授業を9校で開催、交流イベント
「かわさき企業市民交流Day」の開催
■区内の近代化遺産や産業文化財等を身近に知って
もらい、関心を高めることを目的に、かわさき産業
ミュージアム講座・ツアー等を実施

■既存事業の見直しと新規事業の展開
■委員会参加企業拡充等、組織活性化の検討が必
要とされている
■新しいターゲット層や未来志向を念頭に置いた企画

■引き続き、川崎区の生活市民、企業市民、行政の
三者が一体となって魅力あるまちづくりを推進していく
ため、これまでの取組を継続して実施

川崎区役所
企画課

本
クリエイティブ産業活用促
進事業

様々な業種とクリエイティブ産業と
のマッチングを促進し、企業の情報
発信力強化や製品・サービスの高
付加価値化へと繋げる。

■事業者の抱える課題をデザインの視点から解決する方法についてのセミナーを実施
（開催回数2回、参加人数61人）
■クリエイター等と事業者とのマッチングサイト「かわさきBizコン」の運営

■デザインに関する相談対応
■デザイン活用に関するセミナーの実施
■かわさきBizコンの運営等を通じたマッチングの実施

■事業者の持つ個別具体的な課題に対する解決方
法としてのデザインの活用に対し、需要はあるもの
の、活用方法等に関する周知が不足している。

■デザインに関する相談窓口の設置やセミナーの開
催を起業家支援拠点K-NICで行う。
■K-NICの利用者等に周知を行うことで、より幅広い
層に対しデザイン活用の促進を図る。

経済労働局イ
ノベーション
推進部

本
高齢者音楽療法推進事
業

音楽を聴いたり演奏する効果によ
り、認知症高齢者や要介護高齢者
等が精神的な安定と認知症の進行
予防や問題行動等の軽減を図る。

22施設において実施。参加者において、問題行動の軽減等がみられた。 20施設以上の施設において事業実施。
運動療法や作業療法など、他の療法でも効果が期待
できるとされている状況等を踏まえ、今後、当該事業
の実施手法の見直しなどが必要。

当該事業の実施手法の見直しなど効率化に向け検討
する。

健康福祉局
高齢者事業
推進課

複 川崎区役所まちづくり推進部企画課

②文化芸術の様々な分野への活用

　文化芸術を貴重なコンテンツとして産業や福祉等様々な分野に活用することにより、新たな産業や付加価値を創出していきます。

③文化芸術活動の連携の促進

　市民や文化団体、大学、企業等様々な文化芸術活動の実施主体と連携した取組を促進していきます。

川崎区企業市民交流事業

施策2 市⺠・文化関係団体・企業との連携の推進

　市内には、２つの音楽大学と日本で唯一の映画の単科大学という文化芸術系の大学、ＮＰＯ法人、文化団体、文化芸術活動に取り組んでいる企業等、様々な活動主体があります。第１期計画期間中に、これら活動主体や行政が連携した文化芸術活動が大きく進みまし
た。今後も相互の情報の共有化を進め、総合的な文化芸術活動の推進を図ります。

①ネットワークづくりの推進

　文化芸術活動を行う団体・企業・芸術家等のネットワークづくりを推進することにより、新たな連携や芸術家の活躍の機会を創出し、文化芸術活動を支援していきます。また、様々なジャンルの芸術家が交流できる場所を創出し、相互に学びあい、連携しながら各種文化
芸術イベントやシンポジウム、情報の発信等を行っていきます。
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事業名 概要 R4実施実績・効果等 R5実施予定 課題 方向性 所属名

複
スポーツ・文化複合施設
整備等事業

スポーツや文化、レクリエーション
の諸活動に加えて、市民や来訪者
が相互に交流するコンベンションな
どの多目的な市民活動に対応でき
る施設とすることで、公園と一体と
なった賑わいと活力を創出し、都心
における総合公園にふさわしい富
士見公園の再生と活性化を推進す
る。

■主催・共催事業として、クラシック、ミュージカル、吹奏楽等の市民の鑑賞機会を創
出。
■普及事業として、ピアノ開放イベントやアウトリーチコンサートの実施し、文化芸術の
啓発につなげた。
■創造事業として、ダンスワークショップを実施し、創造活動の支援と実践の機会を創
出。
■ホール貸出実績　263件　アクトスタジオ貸出実績　262件

■主催・共催事業として、クラシック、ミュージカル、吹
奏楽等の市民の鑑賞機会を創出する。
■普及事業として、ピアノ開放イベントやアウトリーチ
コンサートを実施し、文化芸術の啓発につなげる。
■創造事業として、ダンスワークショップを実施し、創
造活動の支援と実践の機会を創出。
■ホール貸出やアクトスタジオ貸出（通年）

■多目的な市民活動に対応する施設として、様々な
市民のニーズに対応することが求められている。

■カルッツかわさきの指定管理者による効率的、効果
的な運営

市民文化局
市民スポーツ
室

複
市民ミュージアム管理運
営事業

（令和元年東日本台風による浸水
被害により令和元年10月12日以降
休館）

本市の歴史、民俗、絵画、映像等
の資料や作品を収集、展示し、市
民の観覧、学習・研究を進めるた
め、博物館と美術館の機能をあわ
せ持つ複合文化施設として「市民
ミュージアム」を運営する。
また、令和元年東日本台風により
被害を受けた収蔵品の修復を進め
るとともに、新たな博物館、美術館
に関する総合的な検討を行う。

■令和元年東日本台風により被害を受けた収蔵品の応急処置、修復等のレスキュー
を実施
■東海道かわさき宿交流館で鉄道開業150年記念展、ミューザ川崎シンフォニーホー
ルで修復収蔵品展及びかわさき市美術展、大山街道ふるさと館で昔のくらし展、多摩市
民館で「河」上映会、等々力緑地で夕やけ上映会、市内7区巡回で被災後活動報告展
を開催したほか、オンライン形式での展覧会やミュージアム講座を実施
■教育普及事業として出張授業やワークショップ等を実施
■新たな博物館、美術館に関する基本構想懇談会を開催し、総合的な検討を行い、３
月に「新たなミュージアムに関する基本構想（案）」を策定
■「新たなミュージアムに関する基本構想（案）」において、新たなミュージアムの事業
展開の方向性や開設候補地等、その整備の概要を示した
■現施設の代替施設の設計及び調整の実施
■資料又は作品の収集
　寄贈 1件
■収蔵品台帳のデータベース化を完了

■博物館・美術館の複合文化施設として展覧会（他施
設、オンライン）を実施
■被災収蔵品レスキュー活動に係る事項を中心とす
る調査研究を実施
■他施設の利用、学校への出張事業や屋外事業を
中心に、日常生活や学校教育の場では体験の機会が
少ない事業を実施
■新たなミュージアムに関する基本計画の策定に向
けた取組の実施
■令和元年東日本台風により被害を受けた収蔵品の
修復等の実施
■現施設の代替施設の整備及び運営

代替施設において、限られたスペースでレスキュー作
業を行う必要がある。新たなミュージアムの整備に向
け、市民や団体、関連する民間事業者等との調整を
図りながら、今後の基本計画、管理運営計画等の検
討を進める必要がある。また、展覧会や教育普及にあ
たっては他施設を利用して行うことから、日程調整や
会場確保の面で課題があるため、効率的・効果的な
運営を行うための調整が必要となる。

引き続き令和元年東日本台風により被害を受けた収
蔵品の修復等を進め、新たなミュージアムの開設に向
けた総合的な検討を行うとともに、展覧会の他施設実
施など継続可能な事業は引き続き実施していく。

市民文化局
市民ミュージ
アム・市民文
化振興室

複
小黒恵子童謡記念館運
営事業

　高津区在住の詩人・童謡作家で
ある小黒恵子氏から遺贈を受けた
小黒恵子童謡記念館について、 こ
れまでの姿をできるだけ残しなが
ら、建物や展示品を活用し、「童謡
文化体験の場」と「地域の憩い、交
流の場」にすることを目的として、公
募型プロポーザル方式により選定
された事業者に事業費を補助し、
施設を運営する。

■大型オルゴールや蓄音機、ピアノ、小黒氏の作品、童謡の楽譜・レコード等の常設展
示、「誰でも童謡歌手体験」など童謡を体験する場の提供、合唱、器楽、声楽、ピアノ等
のミニコンサートや蓄音機・オルゴールを活用したコンサート、童話と童謡の参加型お
はなし会等の企画事業を通じて、小黒恵子氏の功績や童謡文化の普及啓発を図り、入
館者数は6,391人となった（イベント型の企画事業は、新型コロナウイルス感染症拡大
防止に伴い、一部開催中止または開催方法を変更）。
■閉館日には貸館事業として貸ホール及び貸室を提供し、コンサートとしての利用をは
じめ、合唱や器楽の練習、講座や会議等として利用されるなど、文化芸術活動や地域
の憩い、交流の場の提供を行った。（貸館利用者数5,064人）
■自主事業では、今年度から子ども向けだけではなく、主に夜間を利用した大人を対
象にしたイベント「たまりばー」を企画実施した。

■普及啓発事業
　・常設展示（1階ホール、2階展示室）
　・体験（「誰でも童謡歌手体験」等）
　・企画（定例企画：「ミニコンサート」、「やさしい童話と
童謡」、「集まれ!歌のミニ広場」、「特別コンサート」、特
別企画：「蓄音器コンサート」、「オルゴールコンサー
ト」、「音楽に寄すコンサ－ト」、「ピアノ開放デー」、展
示企画：「貸ミニギャラリー展」　等）
■貸館事業
■自主事業

■個人の功績を紹介する記念館で、常設展示が主で
あるという施設の性格上、企画展示等を行う博物館施
設等と比較して、リピーターを獲得するのが難しい。
■元々が遺贈財産であることから、施設で生じる不具
合や修繕等が多い。

■各種イベント等の実施により、再開館当初と比較し
て、年代を問わずリピーターが増加傾向にあることか
ら、各種事業を継続して実施するとともに、近隣の関
係団体等との連携をより進めていく。
■必要となる修繕等について、施設の運営や長寿命
化等を考慮しながら実施する。

市民文化局
市民文化振
興室

複
川崎シンフォニーホール
管理運営事業

世界的な音楽家の指揮や演奏など
良質な音楽鑑賞の機会や「市民の
晴れの舞台」を提供することで、市
民の音楽活動の振興を図るため、
「音楽のまち・かわさき」の中核施
設としてミューザ川崎シンフォニー
ホールを運営します。

■フェスタサマーミューザについて、7月23日から8月11日までホール公演を実施した。
また、公演の様子を動画配信しオンライン鑑賞券を販売した。
■10月2日にロンドン交響楽団の公演を開催した。新型コロナウイルス感染症拡大の影
響により、11月26日のバイエルン放送交響楽団の公演を中止した。
■7月1日の「ミューザの日」については、座席券の販売および周辺商業施設や企業等
との連携を図り、4歳以上から入場可能なファミリー向けウェルカムコンサートを実施し
た。
■6月25、26日に市民合唱祭、8月28日に市民交響楽祭、10月10日に市民吹奏楽祭を
開催した。
■次期大規模修繕に向けて、ホールの劣化調査・診断及び中長期保全計画の改訂案
を作成し、ホールの指定管理者や関係部署と協議等を行った。

■フェスタサマーミューザ2023を開催。昨年度に引き
続き、公開リハーサルやプレトークやプレコンサートを
実施し、市民へ良質な音楽提供を行う。
■マーラーチェンバーオーケストラ（10月31日）、ロイ
ヤルコンセルトヘボウ管弦楽団（11月3日）、ベルリン
フィルハーモニー管弦楽団（11月21日）による演奏会
を開催する。
■「ミューザの日」を7月1日に開催する。
■市民合唱祭（6月10、11日）、市民交響楽祭（8月27
日）及び市民吹奏楽祭（10月9日）を開催する。
■中長期修繕計画に基づいて関係各所と引き続き調
整を行い必要箇所の修繕を実施する。次期大規模修
繕の計画策定に向けた準備、調整を行う。

■建物・設備の経年劣化が見られるため長期修繕計
画に沿ったメンテナンスを適切に実施する。

■安全で優れた音響効果を持つホール施設を適正に
管理運営できるよう策定した中長期修繕計画に沿っ
たメンテナンスが円滑に執行できるよう、指定管理や
関係部署との協議行う。
■国内外の一流オーケストラによる公演や、将来の
聴衆を育てるフェスタサマーミューザや周辺施設や企
業と協働する「ミューザの日」等の多彩な事業を引き
続き展開する。

市民文化局
市民文化振
興室

　博物館法や劇場、音楽堂等の活性化に関する法律等の趣旨を踏まえ、各施設の設置目的や運営方針に基づき、施設の特長を踏まえた魅力的で質の高い展示・公演等の事業を通して、文化芸術の創造拠点としての役割や市民の活動拠点としての役割、川崎市の魅
力発信拠点としての役割を果たしていきます。

基本目標3 市⺠が文化芸術に触れる環境・活動できる環境の整備

　市内では、音楽や絵画などの多様な文化芸術活動や、地域で受け継がれてきた民俗芸能の保存伝承など多様な活動が行われており、美術館やホール等の文化施設で鑑賞や発表などの文化芸術活動が行われています。
　市民による文化芸術活動がより活発に行われるとともに、誰もが文化芸術に触れ、楽しめる機会を増やしていくことにより、魅力にあふれ、市民が愛着と誇りをもって暮らすことができるまちづくりを進めていきます。

施策1 文化施設等の効果的な運営

　市民の文化芸術活動の拠点ともなる文化関連施設については、適切な管理運営やアウトリーチ活動の実施等により、市民が文化芸術に触れるきっかけとなるほか、市民が身近に文化芸術に触れ、親しむことができる環境を提供していきます。

①施設の特⻑を踏まえた展⽰・公演等の実施
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事業名 概要 R4実施実績・効果等 R5実施予定 課題 方向性 所属名

複
大山街道ふるさと館管理
運営事業

大山街道の歴史・文化を学び、文
化活動を通じて地域の交流や活性
化を図るため、「大山街道ふるさと
館」を運営する。

■博物館事業
・常設展として、「大山街道　-二子・溝口宿-ふるさとの歴史・民族展」を企画展以外の時期に実
施。
・企画展として4回、「さとう菊夫展」「ふれあいクラブ高津　趣味の作品展」「のぞいてみよう昔のく
らし-昭和から平成へ-」「大山街道と二子・溝口-大山まいり・商い・文化」「地域が創出するカル
チャー展」を実施
・ミニ企画展として7展示、「大山街道の宿場めぐり　下鶴間」「切り絵展「生きている」（青木幸夫
氏）」等ミニふるさと発見展を4回、切り絵展2回、ミニ市民ギャラリーを実施、さらに高津のまち
アーカイブ展を実施
■歴史文化探究事業
大山街道や地域に関する歴史や地域に縁のある人物などを取り上げ、ふるさと探求講座を3回
「江戸・明治期に発展した高津の地域医療　－蘭方医太田家・漢方医岡家の活躍-」、「高津小学
校学舎創設150年にあたって-育まれた歴史と文化の移り変わり-」、「明治時代、上田家の醤油
醸造業」を実施。街道学習講座を6回、子ども大山街道探検クラブを年間13回実施（5月～3月、
7･8月は各2回)、ふるさとまち歩き講座「水の歴史をしのぶ道-久地方面-」、「久末を歩く」 を2回
実施、高津小学校等近隣小学校2校（他3校は実施見合わせ）にふるさと館職員を派遣し、ふるさ
と出前授業を実施、など
■地域活性化事業
　まちのマイスター体験講座3回は中止、ぶらり散歩、近隣の小中学校から計2件の職場訪問等
街道学習受入事業を実施、ウォーキングステーション事業等の実施（ふるさと館を拠点とした
5km～35kmまでの市内を巡る10コースを設置し、年間延べ1,268名が利用）、寄席・落語膝栗毛in
大山街道ふるさと館を3回実施

■博物館事業
・常設展示「大山街道　－二子・溝口宿－　ふるさとの歴史・
民俗展」を実施
・年5回の企画展の実施
・ミニ企画展6回、アーカイブ展示の実施
・古文書管理、郷土資料等の収集・充実、レファレンスサー
ビスの実施
など
■歴史文化探求事業
ふるさと探究講座を3回、企画展記念講演会を2回、街道学
習講座を6回、ふるさとまち歩き講座を2回、子ども大山街道
探検クラブを5月より毎月実施、ふるさと子ども出前授業の
実施(近隣5校)など
■地域活性化事業
各種イベント（ふるさと館まつり、まちのマイスター体験講
座、ぶらり散歩等）の開催、ウォーキングステーション事業
の実施等

■効率的・効果的な運営や施設管理を行い、また、建
物の構造が複雑なため限られたスペースを有効に活
用するなど、市民に興味を持ってもらえる魅力的な展
示等行う必要がある。
■市民のみならず、大山街道に関連する魅力を市外
居住者やインバウンドに向けた情報発信が必要であ
る。

設置目的である市民文化の発展に寄与することはも
とより、市外居住者やインバウンドに向けた新たな川
崎の魅力の創造・発信の拠点として、さらなる魅力の
向上とともに、大山街道周辺地域、さらには高津区全
域のまちづくりに係る支援拠点として、指定管理者に
よる効率的、能率的な施設運営を推進する。

市民文化局
市民文化振
興室

複
東海道かわさき宿交流館
管理運営事業

東海道川崎宿の歴史、文化を学
び、後世に伝えるとともに、地域活
動・地域交流の拠点とするため、
「東海道かわさき宿交流館」を運営
する。

■文化イベントである「江戸の粋に遊ぶシリーズ」では、「平家語り」「乙女文楽」「和妻
の世界」「瞽女唄」の４回を実施。街道シリーズの講演会では、「徳川家康と真田氏」、
「琉球王国の街道～海の道、陸の道～」、「鎌倉街道（京鎌倉往還）探索記」、「鎌倉幕
府の波状防衛ラインと対・蒙古軍「伊豆防塁」の謎」を実施したほか、若手落語家や講
談師による「お昼の落語」「講談de交流」などを実施した。また、社会人落語家団体の協
力で「アマチュア名人会」を開催した。
■地域団体と連携した街歩きなど多種多様なイベントを開催した。

■１か月～１か月半ごとに企画展示を実施
■交流館を活用した各種文化イベントとして公演鑑
賞、「宿場・街道」テーマとした講演会、落語などを実
施
■こども向け体験教室を実施
■交流館を近隣の学校等と連携し、校外学習の場と
して活用いただき、職場体験など学習支援事業を実
施

令和５年度は、来館者４２万人を迎え、東海道川崎宿
の歴史・文化を学べる地域交流の拠点として市民の
文化芸術活動の振興に寄与しているが、引き続き外
国人を見据えた理解しやすい展示更新、市民との地
域交流活動の展開等を適宜行政によるモニタリングを
行いながら取り組み、他施設との連携を図れるよう適
宜調整する必要がある。

第４期指定管理者による効率的・効果的な運営により
東海道川崎宿の歴史文化の発信拠点として施設の機
能充実を図るとともに、市民の文化活動や交流の場
の提供を推進する。

市民文化局
市民文化振
興室

複
藤子・Ｆ・不二雄ミュージ
アム事業

本市ゆかりの漫画家、藤子・Ｆ・不
二雄の作品に込められたメッセー
ジを幅広い世代に伝えることで、文
化芸術を振興し、本市の魅力を増
進するため、「藤子・Ｆ・不二雄
ミュージアム」を運営する。

■令和3年度より引き続き「藤子・F・不二雄ミュージアム　10周年記念原画展」を開催。
（第4期：4月13日～7月3日、第5期：7月9日～10月16日）
■10月22日からは「藤子・Ｆ・不二雄のＳＦ短編原画展～Sukoshi・Fushigiワールドへの
招待～」を開催。（第1期:10月22日～1月31日、第2期:2月9日～）
■外国人入館者への対応として、引き続き、「藤子・F・不二雄ミュージアム周遊マップ」
英語・中国語版の配布を実施

■生田緑地５施設スタンプラリーを開催
■令和4年10月以降「藤子・Ｆ・不二雄のＳＦ短編原画
展～Sukoshi・Fushigiワールドへの招待～」を開催（令
和5年10月まで）
■令和5年11月以降「藤子・F・不二雄生誕90周年記
念展（仮称）」を開催（期間未定）
■10周年記念事業を引き続き実施する（巡回展示『ポ
ケットミュージアム』）
■外国人入館者への対応として、引き続き、「藤子・
F・不二雄ミュージアム周遊マップ」英語・中国語版の
配布を実施

開館以降、年間40万人以上の方が来館する市を代表
する文化施設であり、川崎市にゆかりのある藤子・Ｆ・
不二雄氏の作品の展示等を通じ、文化芸術に触れる
機会を作り、国内外に本市の魅力を発信していく必要
がある。また、新型コロナウイルス感染症の影響で入
館者数が減少していた外国人来館者の増加に向けて
広報するなど入館者増につながる取組を行っていく。

市を代表する文化施設として、指定管理者による効率
的・効果的な運営をするとともに、市民に文化芸術に
触れてもらえる機会を提供する。また、国内外からも
多くの来館者が見込まれることから、本市の魅力発信
施設として、魅力あるまちづくりを推進する。

市民文化局
市民文化振
興室

複
青少年科学館管理運営
事業

　自然・天文・科学の各分野におい
て、市民への科学知識の普及啓発
や科学教育の振興のため、市内唯
一の自然科学系の登録博物館とし
て、「青少年科学館」（かわさき宙と
緑の科学館）を運営します。

■家庭でも科学館の魅力に触れてもらえるよう、「おうちで楽しむデジタル科学館」を
ホームページに掲載するとともに、天文、動植物に関する情報をＳＮＳにより積極的に
発信した。
■生田緑地観察会などの自然観察教室やサイエンスワークショップなどの科学実験教
室は物品の消毒や定員数の管理などの感染防止対策を徹底した上で実施した。
■新型コロナウイルスの影響により、定員・回数を縮小しプラネタリウムワークショップ、
各種天体観測会、講演会を開催した。また、プラネタリウムの有効活用として一般団体
が貸切利用できる「星空自由空間」については、星空のもと音楽を楽しむ場として利用
された。
■天文、科学サポーター研修会を開催し、「星を見る夕べ」など天体観測会での修了者
の活用を図るとともに、サイエンスワークショップなど科学実験教室を市民活動団体と
連携して実施した。
■生田緑地における他博物館や美術館と連携した取組については、日本民家園との
連携により「七夕」「お月見」事業を実施した。
■次期博物館事業の根幹となる運営基本計画を策定するため、市民ヒアリングワーク
ショップやパブリックコメント、市民説明会を実施した。

■ＳＮＳや広報誌を活用した積極的な広報を展開する
とともに、リピーターを増やす展示の工夫、魅力あるプ
ラネタリウム番組を製作する。
■多様なニーズに対応した自然・天文・科学の３分野
に関するワークショップ等を実施する。
■プラネタリウムの活用、講演会、各種天体観測会等
を実施する。
■市民対象の研修会や修了者が活動できるイベント
を実施し、ボランティアの受皿となる市民活動団体等
との連携を図る。
■民家園内で職員が解説を行う月の観察会など、各
博物館の特色を活かした生田緑地全体の魅力を向上
させる事業を実施する。

■青少年科学館運営基本計画、社会教育委員会議
青少年科学館専門部会の事業評価等を踏まえ、本市
唯一の自然科学系の博物館として、学芸業務を計画
的に進める必要がある。
■指定管理者と連携を密に行い、円滑な館の管理運
営、広報の充実を図る必要がある。

■博物館の根幹である学芸業務は、専門性・継続性
を重視して、学芸員を中心に資料収集、調査研究・展
示・教育普及活動の充実を図る。
■生田緑地内の他の博物館施設及び指定管理者と
の連携により、生田緑地全体の魅力発信につながる
事業展開・広報活動を推進する。

教育委員会
文化財課
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事業名 概要 R4実施実績・効果等 R5実施予定 課題 方向性 所属名

複
日本民家園管理運営事
業

日本民家園の効率的運営と市民
ニーズを反映した魅力ある博物館
づくりを進める。

■年間来園者数は101,125人（内外国人3,617人）となった。外国人の入国規制が緩和
されたため、外国人入園者数が対前年度比211％と大幅に増えた。
■古民家の野外博物館としての特色を生かした取組として、感染症対策を行いながら
展示事業、教育普及事業（講座・学校体験等）を実施し、かわさき宙と緑の科学館との
連携も進めた。
■文化財と来園者の安全確保、施設の長寿命化のため、古民家補修工事、耐震補強
設計、園路・排水整備工事、本館地下漏水対策工事、総合防災設備点検・補修、支障
木管理を実施した。

■展示としては、企画展２本、年中行事展示を予定。
■教育普及事業としては、藍染めワークショップ
、子ども向け展示解説、古民家解説等を予定。
■広報としては、公式サイト、SNSを活用した広報を予
定。
■文化財の保存整備としては、作田家耐震補強工事
伊藤家・蚕影山祠堂屋根葺き替え工事、信越の村園
路・排水整備工事（第3期）、支障木管理等を予定。
■事業連携としては、青少年科学館と七夕行事、月
見行事の開催を予定。

■日本の伝統文化になじみのない子どもや外国人が
増えており、こうした来園者層に対応した事業展開が
必要。
■耐震補強が必要な１９棟のうち完了しているのは４
棟のみであり、工事の着実な実施が必要。また、豪雨
に伴う排水対策及びバリアフリー対策として園路整備
が必要。さらに、文化財及び来園者の安全対策と展
示整備の両面の視点から植栽の見直しが必要。
■観光拠点として生田緑地のブランド化に貢献するた
め、様々な主体と連携を進め、施設の特長を活かした
情報発信が必要。

■家と暮らしについての日本の伝統を文化として伝え
る博物館づくりを進めていくため、次の世代を担う子ど
もたちや外国人にも理解しやすい展示、参加しやすい
普及活動を展開する。
■文化財にとっても利用者にとっても安全な博物館づ
くりを目指し、誰でも安心して文化財にふれることがで
きるようバリアフリー化や植栽の見直しを進める。
■市民、市民活動団体、学校、建築関連団体、研究
機関、民間企業等と連携した開かれた博物館づくりを
進め、文化財を通して多様な人材が集まり、新たな価
値を生み出す場を創出する。

教育委員会
文化財課

複 岡本太郎美術館

岡本太郎の芸術を紹介し、なおか
つ市民の美術、芸術に関する創作
活動を促進し、市民の芸術及び文
化の発展に寄与することを目的とし
て、展覧会、調査研究、教育普及
事業等を行う。

■常設展（２回）、企画展（２回）の開催
企画展「小松美羽展　岡本太郎に挑む－霊性とマンダラ」・「第２６回岡本太郎現代芸術
賞」展
■岡本太郎撮影写真資料のデジタル化、プリントの作成及び映像のデジタル化、北代
省三関連資料の写真デジタル化の実施
■小中学校等団体の鑑賞学習の実施、出張事業等の開催
■施設の長寿命化や作品保存管理、市民の施設利用の利便性の向上を図るため、施
設の補修工事等を実施（母の塔前広場防水工事、バリアフリー対応工事等）
■フラワーアレンジ教室等の指定管理者自主事業の開催
■ホームページに自宅で楽しむ「どこでもTAROアトリエ」の掲載

■企画展（４回）の開催、常設展（４回）
企画展「顕神の夢－幻視の表現者－」・「凱旋！岡本
太郎」・「TARO賞の作家Ⅲ」・「第２７回岡本太郎現代
芸術賞」展
■岡本太郎撮影写真資料のデジタル化、プリントの作
成及び映像のデジタル化、北代省三関連資料の写真
デジタル化の実施
■小中学校等団体の鑑賞学習の実施、出張事業等
の開催
■施設の長寿命化や作品保存管理、市民の施設利
用の利便性の向上を図るため、施設の補修工事等の
実施
■指定管理者による自主事業の開催

計画的な施設の補修等を進めるとともに、社会的変
容等にも適切に対応しながら、文化・芸術を通じた市
の魅力発信に取り組む必要がある。

施設の適切な管理運営を行うとともに、企画展の充
実、幅広い分野での普及企画事業の展開や指定管
理者の特性を活かした事業展開の促進を図る。

市民文化局
岡本太郎美
術館

複 市民文化局市民文化振興室

複 市民文化局市民文化振興室

複 市民文化局市民文化振興室

複 市民文化局市民文化振興室

複 市民文化局市民文化振興室

複 市民文化局市民文化振興室

複 教育委員会事務局生涯学習部文化財課

複 教育委員会事務局生涯学習部文化財課

複 市民文化局市民文化振興室

複 市民文化局市民文化振興室

複 市民文化局市民文化振興室

複 市民文化局市民文化振興室

複 教育委員会事務局生涯学習部文化財課

川崎シンフォニーホール管理運営事業

岡本太郎美術館

青少年科学館管理運営事業

日本民家園管理運営事業

③文化施設等のアウトリーチ活動の充実

　文化施設の魅力等について、館の内部だけにとどまらず、アウトリーチ活動等を通して展開し、より多くの方に鑑賞の機会を提供することにより、川崎の文化芸術活動の裾野を広げていきます。

市民ミュージアム管理運営事業

アートセンター管理運営事業

大山街道ふるさと館管理運営事業

東海道かわさき宿交流館管理運営事業

藤子・Ｆ・不二雄ミュージアム事業

岡本太郎美術館

青少年科学館管理運営事業

②施設間の連携・協力

　施設同士が互いの特性を活かして連携しあうことにより、情報の共有、広報・事業等の充実を図り、地域や文化関連施設相互の魅力を発信していきます。

市民ミュージアム管理運営事業

川崎シンフォニーホール管理運営事業
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複 市民文化局市民文化振興室

複 市民文化局市民文化振興室

複 市民文化局市民文化振興室

複 市民文化局市民文化振興室

複 市民文化局市民文化振興室

複 教育委員会事務局生涯学習部文化財課

複 市民文化局市民文化振興室

複 市民文化局市民文化振興室

複 市民文化局市民文化振興室

複 市民文化局市民文化振興室

複 教育委員会事務局生涯学習部文化財課

複 教育委員会事務局生涯学習部文化財課

事業名 概要 R4実施実績・効果等 R5実施予定 課題 方向性 所属名

本 平和館管理運営事業

市民の平和に対する理解を深める
とともに、平和を希求する市民相互
の交流及び平和活動を推進し、平
和都市の創造と恒久平和の実現に
寄与するための事業を行う。

■令和４年度来館者総数　　　31,648人

■企画展・特別展
・原爆展・特別展　　　　　　　　　3,945人
・巡回平和展（７区で開催）　　　　　-
・企画展　　　　　　　　　　　　　　2,348人
・ミニ企画展　　　　　　　第1回　2,718人　　第2回　2,500人
・川崎大空襲記録展　　　　　　　6,481人

■親子平和推進事業　　　　 　　5,356人
■平和推進補助事業　　　　　　14件、38万円を交付

■企画展・特別展
・原爆展・特別展  　　      7月～8月
・巡回平和展       　　    11月～2月
・企画展             　　   11月～12月
・ミニ企画展   6月～7月、1月～2月
・川崎大空襲記録展 R４/3/12～5/8
■親子平和推進事業（へいわアニメ上映会、平和館
見学ツアー等）
■平和推進補助事　13件、38万円を交付見込

　「核兵器廃絶平和都市宣言」の理念を踏まえ、常設
展示や企画展などにより、市民が平和を愛する心を
育めるよう、平和啓発を推進することが一層重要と
なっている。
　社会状況の変化や核兵器を巡る動きなど展示内容
に関する新たな課題への対応が必要となっている。
　老朽化した設備の更新が必要となっている。

平和をめぐる世界や国内の動向を踏まえて企画展を
開催するとともに、常設展示については映像設備の老
朽化等を踏まえて更新作業を行う。平和意識の向上
をめざした市民活動への支援を引き続き実施してい
く。親子を対象とした平和事業は、学校現場に出向く
平和教育出前授業の取組とともに、来館を促進するイ
ベント等を効果的に実施することで、戦争の記憶を若
い世代に継承していく。

市民文化局
平和館

複 市民文化局市民文化振興室

複 市民文化局市民文化振興室

複 市民文化局市民文化振興室

複 市民文化局市民文化振興室

複 市民文化局市民文化振興室

複 市民文化局市民文化振興室

複 市民文化局市民文化振興室

複 市民文化局市民文化振興室

複 教育委員会事務局生涯学習部文化財課

複 教育委員会事務局生涯学習部文化財課

アートセンター管理運営事業

大山街道ふるさと館管理運営事業

東海道かわさき宿交流館管理運営事業

藤子・Ｆ・不二雄ミュージアム事業

青少年科学館管理運営事業

日本民家園管理運営事業

市民ミュージアム管理運営事業

岡本太郎美術館

小黒恵子童謡記念館運営事業

川崎シンフォニーホール管理運営事業

川崎シンフォニーホール管理運営事業

青少年科学館管理運営事業

日本民家園管理運営事業

⑥計画的な修繕の実施

　施設の長寿命化や安全性の確保、魅力の増進等のため、中長期の修繕計画を策定し、計画的な修繕を行っていきます。

⑤専門人材の養成

　施設従事者に関しての専門性の確立に向け、研修への参加、文化施設での人材育成等を実施します。

岡本太郎美術館

市民ミュージアム管理運営事業

アートセンター管理運営事業

小黒恵子童謡記念館運営事業

川崎シンフォニーホール管理運営事業

青少年科学館管理運営事業

④バリアフリープログラムの推進

　子ども連れの方、高齢者、障がいのある方等にも身近に文化芸術に触れていただける機会を提供していきます。

市民ミュージアム管理運営事業

岡本太郎美術館

アートセンター管理運営事業

28



事業名 概要 R4実施実績・効果等 R5実施予定 課題 方向性 所属名

本 商店街魅力アップ事業

商店街団体等が地域住民に親しま
れ、魅力ある商店街を形成すること
を目指し、地域の活性化及び地域
商業の振興を図ることを目的に実
施する事業を支援。

■17件の商店街イベント等を支援
■22件の商店街イベント等を支援する予定
■イベントの中には音楽やダンス等のステージが行
われるものもある

■商店街組織の高齢化等に伴う運営上の課題あり
■また、新型コロナウイルス感染症を考慮したイベン
トの実施体制・手法の検討が必要。

■各種計画等と整合をはかりながら随時見直しを行う
経済労働局
観光・地域活
力推進部

本
市民との協働による緑化
推進事業

人材育成や緑の活動団体に対する
支援等により、市民による地域緑化
の意識向上と促進を図る。

・市内の花と緑による優良な景観づくりに活動している人々を対象としたコンクールを開
催し、１２０件の応募があった。
・ボランティアの育成を目的として、花と緑のまちづくり講座（修了者数１６名）、花壇ボラ
ンティア実践講座などを開催した。
・公共施設等で年間を通して維持管理活動を行っている緑の活動団体（２６７団体）に
対して、活動支援として活動経費の一部を助成した。

・市内の花と緑による優良な景観づくりに活動してい
る人々を対象としたコンクールを開催する。（R５年６月
２４日表彰式開催予定）
・ボランティアの育成を目的として、花と緑のまちづくり
講座、花壇ボランティア講座等を開催する。
・公共施設など公開性の高い場所で年間を通して維
持管理活動を行っている緑の活動団体に対して登録
し、活動費の助成等の支援を行う。

・わがまち花と緑のコンクールの応募作品を増やすた
めの取組（広報の強化等）
・各種講座によるボランティア育成を推進し、講座修了
者のさらなる人材活用を図る取組
・緑の活動を行っているボランティア団体に対して、持
続的に活動を行ってもらうための支援

引き続き、人材育成や緑の活動団体に対する支援等
により、市民による地域緑化の意識向上と促進を図っ
ていく。

建設緑政局
みどり・多摩
川協働推進
課

本
音楽のまち・かわさき推
進事業

川崎区を音楽でいっぱいのまちに
をコンセプトにしたまちづくりを推進
する。

■区民が気軽に音楽を楽しむ機会の創出のため、かわさき区ビオラコンサートの定例
コンサートを、市役所第３庁舎、川崎アゼリアサンライト広場及びカルッツかわさきアクト
スタジオで計６回開催した。
■川崎駅東口の商業施設（川崎ルフロン）でコンサートを1回開催した。
■川崎区内の2か所（大師支所、田島支所）で出張コンサートを各１回ずつ開催した。

■区民が気軽に音楽を楽しむ機会の創出のため、か
わさき区ビオラコンサートの定例コンサートを、市役所
第３庁舎、新本庁舎アトリウム、川崎アゼリアサンライ
ト広場及びカルッツかわさきアクトスタジオで計６回開
催予定
■川崎駅東口の商業施設（川崎ルフロン）でコンサー
トを1回開催予定
■川崎区内の2か所（大師支所、田島支所）で出張コ
ンサートを開催予定

■来場者は同程度で推移しているものの、より広い世
代の方が興味を持ち、来場いただけるような工夫が必
要とされている。

■引き続き、区民に気軽に音楽を楽しんでもらう機会
を設けるため、「かわさき区ビオラコンサート」（定例コ
ンサート、商業施設コンサートなど）の実施

川崎区役所
企画課

本 花と緑のさいわい事業

区内の緑化推進と区内の緑化意識
の高揚を図るとともに、区民間の交
流を促進するなど花と緑の潤いあ
るまちづくりを推進する。

■「公共花壇花植え事業」は、区民ボランティア団体「さいわい花クラブ実行委員会」及
び下平間小学校2年生児童、塚越中学校緑化委員との花植えを、川崎信用金庫の協
力も受けて春と秋に実施した。また「さいわい花クラブ実行委員会」で年間を通じて除
草・水やり等の維持管理作業も行った。
■「区庁舎前花いっぱい事業」では、「さいわい花クラブ実行委員会」との協働で幸区庁
舎前庭の花壇への花植えを春と秋に実施し、通年の維持管理作業も行った。
■「庁舎前花壇花植え事業」では、総合的な探究の時間である「幸探究」の授業で、緑
への関心と興味の醸成をテーマとして学習を行っている幸高校の生徒が、幸区役所前
花壇のレイアウトを考え、秋に花植えを実施した。
■「夢見ヶ崎動物公園花植え事業」では、地域の小学校4校（夢見ヶ崎、小倉、南加瀬、
日吉）と「さいわい加瀬山の会」との協働で春と秋に花植えを実施した。
■「花クラブ講習会」は、「さいわい花クラブ」の活動周知と人材を確保することを目的に
「季節の寄せ植えづくり講座」を実施し、30名が参加した。
■「緑化活動団体支援事業」では、10月から11月の間に、区内で公共花壇等を維持管
理している団体に花苗等の提供を行った。（配布団体数：延べ42団体）

■「公共花壇花植え事業」は区民ボランティア団体「さ
いわい花クラブ実行委員会」及び下平間小学校2年生
児童、塚越中学校緑化委員との花植えを、それぞれ
春と秋の年2回ずつ実施予定。また、「さいわい花クラ
ブ実行委員会」の手で除草等の維持管理作業も行う。
■「区庁舎前花いっぱい事業」は、「さいわい花クラ
ブ」との協働で春と秋の年2回花植えを実施し、維持
管理作業も行う予定。
■「庁舎前花壇花植え事業」では、総合的な探究の時
間である「幸探究」の授業で、緑への関心と興味の醸
成をテーマとして学習を行っている幸高校の生徒との
花植えを、春と秋の年2回実施予定。
■「夢見ヶ崎動物公園花植え事業」では、地域の小学
校4校（夢見ヶ崎、小倉、南加瀬、日吉）と「さいわい加
瀬山の会」と協働で、各校春と秋の年2回ずつ実施予
定。
■「花クラブ講習会」は、外部講師を招く講習会形式
で実施予定。
■「緑化活動団体支援事業」では、10月から11月の間
に、区内で公共花壇等を維持管理している団体に花
苗等の提供予定。

■「さいわい花クラブ実行委員会」は、昨年度より定例
会議を自主運営するようになっているが、引き続き、
市民活動団体として自立を目指す支援をしていく。
■緑化活動支援事業については、年々、緑化団体が
増加していく傾向にあり、花苗を提供する団体や花苗
数を検討する必要がある。

■引き続き「さいわい花クラブ実行委員会」と協働で
公共花壇花植え事業など地域の緑化推進を行う。
■「さいわい花クラブ実行委員会」は、区役所主導の
状況から、自立した市民活動団体に移行することを目
指す。
■「夢見ヶ崎動物公園花植え事業」では、「さいわい加
瀬山の会」から要望や提案を多くいただくことから、要
望内容等を精査し、計画的に進める。

幸区役所地
域振興課

　区役所のロビーや商業施設等、気軽に立ち寄れる空間での展示会や、音楽、芸能等の鑑賞機会を提供することにより、誰もが身近に文化芸術に触れることができる機会を提供していきます。

施策2 市⺠が⾝近に文化芸術に触れる機会の提供
　まちなかや身近な場所において市民が気軽に文化芸術を楽しむことができる環境づくりを行うことにより文化芸術の裾野を広げるとともに、ホール等に足を運びにくい環境の方々にも文化芸術を楽しんでいただける機会を提供します。

①⾝近に文化芸術に触れる機会の充実
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事業名 概要 R4実施実績・効果等 R5実施予定 課題 方向性 所属名

本 音楽のまち推進事業
身近な場所でより多くの人に音楽
に親しんでもらう機会を設けて音楽
のまちづくりを推進する。

■「夢こんさぁと」は、区民による実行委員会と連携を図りながら、コンサート年8回を開
催し、年間来場者は約338人。
■「さいわいハナミズキコンサート」は、ミューザ川崎シンフォニーホールで令和5年2月4
日に開催。演奏者は幸区内中学校1組を含む計5組。来場者は約700人。
■「はぴ☆こん～誰もが幸せになるコンサート～」は、令和4年11月13日にミューザ川崎
１階ガレリアで開催。演奏者は計4組、来場者は約180人。

■「夢こんさぁと」は、区民による実行委員会と連携を
図りながら、定例のコンサート年6回を開催予定。
■「夢こんさぁと200回記念コンサート」はミューザ川崎
シンフォニーホールで令和6年2月24日に開催予定。
■「さいわいハナミズキコンサート」は、幸市民館大
ホールで令和5年12月2日に開催予定。
■「はぴ☆こん～誰もが幸せになるコンサート～」は、
ミューザ川崎１階ガレリアで令和5年11月12日開催予
定。

■参加団体の確保について
全ての音楽事業で参加団体を公募しているが、ジャン
ルに偏りが出たり、会場の設備などの事情で出演が
制限されることがある。また、「さいわいハナミズキコン
サート」や「はぴ☆こん～誰もが幸せになるコンサート
～」で出演してもらいたい川崎市や幸区に関わりのあ
る団体やコンセプトに合致する団体の申込状況が乏し
く、条件に合った団体に限りがある。

■それぞれのコンサート来場者に高齢者が多く来場
者のニーズを捉えた内容や運営を進めていく。

幸区役所地
域振興課

本
中原区役所コンサート事
業

ランチタイムに区役所を中心とした
区内公共施設でクラシックをはじめ
として、幅広く質の高い音楽を気楽
に楽しんでいただき、親しまれる区
役所を目指すとともに中原区にお
ける音楽のまちづくりを推進する。

①区役所5階会議室、区役所芝生広場、平和館屋内広場、グランツリー武蔵小杉にて
全6回コンサートを実施し、延べ500人以上が来場した。
②3月11日(土)は、区制50周年記念イベントと連携し、芝生広場を活用したスペシャルコ
ンサートを実施し、100名以上が来場した。

区役所5階会議室、グランツリー武蔵小杉、川崎市平
和館、その他区内施設等で年間５回のコンサートを実
施

多くの参加者がリピータであり、特定の世代に偏って
いることから、新たな参加者が少ないこと。

子育て世代など新たな参加者を増やすため、従来の
クラシックだけに捉われない、様々なジャンルの演奏
を実施予定。

中原区役所
企画課

本
区民の手で花いっぱい中
原事業

区民の手によって5月は季節の花、
11月はパンジーを中心に武蔵小杉
駅周辺等の区内5か所の花壇で植
栽を行うことで、景観を向上や区の
イメージアップを図る。また、親子花
植え体験、花植講習会等を実施す
ることで、区民の緑や環境に対する
意識の向上を図る。

①武蔵小杉駅周辺等区内5箇所の花壇の維持管理を円滑に実施。5月・11月に引き抜
き及び植替えを実施。
②区の緑化推進・景観向上を目的に、地域の自治会・市民活動団体を対象とした花の
配布会を実施し、区の花パンジーを中心とした約5000株の花苗を配布した（11月）。
③実行委員を対象に、川崎市緑化センターへ視察研修を行った（3月）。

①武蔵小杉駅周辺等の植栽
②花壇を活用した、市民参加型イベントの実施
③花の配布会の実施
④市政だよりやチラシ作成により、花クラブのメンバー
の充実を図る

・委員の高齢化により、自立的に事業を行うことが難
しくなってきている。

今後も継続して実施し、「花による潤いのあるまちづく
り」の推進を図る。

中原区役所
企画課

本
高津区「音楽のまち」推
進事業

音楽を通して、区民にゆとりと安ら
ぎを提供するとともに、地域の音楽
文化の振興を図る。また、区民や地
域の多様な主体との協働により、
様々な音楽イベントを開催する。

■花コンサート
　令和4年度は事前申込制の導入や開催時間を閉庁時間帯にするなど新型コロナウイルス感染
症の対策を実施して計10回の開催を行った。
　・花コンサート@1階ロビー(9回×90名=810人)
　・大きな花コンサート@川崎市民プラザホール（1回・400名）

■プラザ橘みんなで楽しむ音楽事業
　・「橘ファミリーコンサート」（全 ３２回で参加者数、計１０５人）
　・「おはよう！歌の広場」主にシニア層が参加し（全6回で参加者２０３人）。

■高津区民音楽祭
　・高津区民音楽祭の開催 3回　計26組のグループが参加
　（11月6日、11月12日、11月26日）

■子どもの音楽文化体験事業
　・こども文化センターへの演奏者派遣７箇所
　・洗足学園音楽大学内で開催される公演への無料招待　１回
　・洗足学園音楽大学講師等プロによるオペラ公演「泣いた赤鬼」の開催　来場者約700名
　・小学生を対象とした打楽器演奏体験　１回（練習３回＋発表）参加者15名
　・未就学児を対象としたリトミック体験　２回　参加者約80名

■花コンサート
　・花コンサート8回実施
  （5月23日、6月27日、8月22日、9月26日
  、10月29日、11月26日、1月28日、2月25日）

■プラザ橘みんなで楽しむ音楽事業
・　たちばなファミリーコンサート・年２回の開催（合計参加数
１１５人）
・おはよう！歌の広場・全６回の開催（合計参加人数430人）

■高津区民音楽祭
　・高津区民音楽祭の開催 （12月3日）

■子どもの音楽文化体験事業
　・こども文化センターへの演奏者派遣７箇所
　・洗足学園音楽大学講師等プロによるオペラ公演の開催
１回（8月5日）
　・小学生を対象とした打楽器演奏体験　１回（練習３日間
（7月26日・7月31日・8月2日）＋発表8月5日）
　・未就学児を対象としたリトミック体験　1回（９月30日）

■花コンサート
各事業間の連携により、相乗効果を図っていく必要がある。
またアフターコロナの開催方法について検討していく必要が
ある。

■プラザ橘みんなで楽しむ音楽事業
実行委員が高齢ということもあり、運営体制や開催手法に
ついて改善の余地がある。
実行委員会と協働して、滞りなく事業を実施する。

■花コンサート
　区内の多様な音楽資源を活かしながら事業を展開し、音
楽を契機とした人々の交流促進や心豊かなまちづくりを進
める。
 
■プラザ橘みんなで楽しむ音楽事業
　各事業において改善を図りながら、今後も幅広い世代の
市民が音楽を楽しめる事業を実施していく。特に「おはよ
う！歌の広場」は、シニア層を中心に定着しつつあるので、
引き続き市民の交流の場となるよう、継続していく。

■高津区民音楽祭
　今年度開催の結果を踏まえ、開催を1日でまとめられるか
どうか検討する。

■子どもの音楽文化体験事業
　各イベントごとに、来場者アンケートによるニーズ調査を
実施し、費用対効果の検証・見直しを行いながら、１人でも
多くの子どもたちに音楽に触れる機会を提供できるよう検討
を行う。

高津区役所
地域振興課
（生涯学習支
援課）
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事業名 概要 R4実施実績・効果等 R5実施予定 課題 方向性 所属名

本
みやまえロビーコンサー
ト

区役所を訪れた方々に上質の音楽
を提供し、区役所を身近に感じても
らう。

■コンサートの実施に際しては、事前予約制とし、マスク着用をお願いするなど、新型コ
ロナウイルス感染症の対策を行いながら、当初の予定どおり、５月から２月までの年間
１０回開催しました。

■年間10回宮前区役所2階ロビーの他、向丘出張
所、宮前スポーツセンター、有馬・野川生涯学習支援
施設（アリーノ）、区内公共施設で開催予定。演奏家、
声楽家による、クラシック、ジャズ、ポップス等幅広い
ジャンルの音楽の演奏を実施予定。

■会場については、区役所にこだわることなく、区内
公共施設を中心に会場を設置することが必要である。
また、演奏のジャンルも偏ることなく実施することも課
題となっている。

■区民から高い評価を得ており、企画内容の充実に
努めて事業を継続していく。

宮前区役所
地域振興課

本
音楽による区の魅力発
信・地域交流創出事業

地域の文化環境の向上と意識の醸
成を目指し、音楽芸術に身近に触
れる機会を提供し、併せて多摩区
の魅力や区内の活動等をアピール
することを目的として音楽事業を開
催する。

①たまアトリウムコンサートの実施
　6月15日、8月17日、10月26日、令和5年2月22日の年4回開催
　来場者数：約400名
②第12回たま音楽祭の実施
　令和5年1月28日開催、来場者数：約800名
③多摩区制50周年記念生田緑地ピクニックコンサートの開催
　12月3日開催、来場者数：約2,700名（生田緑地⇔多摩川ピクニックラリーと同時開催）

①アトリウムコンサートの開催
年6回(5月17日、7月19日、11月15日、12月20日、令
和6年1月17日、3月13日)開催予定
②たま音楽祭の開催
令和6年1月27日開催予定
③ピクニックコンサートの開催
11月12日開催予定

■地域交流の促進及び区の魅力づくりの観点から、
多様な主体と連携するなど、より効果的な手法の検討
が必要である。

■各種検証や見直しを行いつつ、必要性のある事業
については継続して取り組む。

多摩区役所
企画課

本 麻生音楽祭開催事業

麻生区を中心に音楽活動をしてい
る音楽団体、小・中学校・高等学校
などの音楽グループが、それぞれ
の自主性を尊重しつつ、日頃の活
動の成果を披露し、相互の交流を
図り学び合いながら、広く区民同士
のきずなを深め、区政の推進と芸
術文化の向上を図る場として実施
する。

■令和4年6月25日～7月17日の計6日間開催
　・スクールコンサート（6/25）
　・かなでようあさおの響き（6/26）
　・アンサンブルのつどい（7/3)
　・ポピュラーミュージックショー（7/9）
　・ファミリーコンサート（7/10）
　・コーラスのつどい（7/17）
■バナーフラッグ掲出やチラシ、ポスター、Facebook等の広報活動を通じ、「音楽の街
あさお」を多くの市民にＰＲ

■令和5年6月24日～7月9日の計6日間開催予定
　・スクールコンサート（6/24）
　・ポピュラーミュージックショー（6/25）
　・かなでようあさおの響き（7/1）
　・コーラスのつどい（7/2）
　・アンサンブルのつどい（7/8)
　・ファミリーコンサート（7/9）
■バナーフラッグ掲出やチラシ、ポスター、Facebook
等の広報活動を通じ、「音楽の街あさお」を多くの市民
にＰＲ

■「芸術・文化のまち麻生」の一翼を担う事業として、
区内の音楽団体等と協働しながら地域に根ざした活
動を行い、麻生区の魅力を内外に発信することが求
められている。

■市民が参加して企画・運営を行う麻生音楽祭は、芸
術・文化のまちづくりを推進するために事業を継続す
る。
■参加者・入場者数増加のため広報活動を強化す
る。

麻生区役所
企画課

本
あさお芸術のまちコン
サート事業

区役所に来所する区民や、地域住
民に気軽に音楽を楽しんでもらう機
会を区民参加で設けることにより、
音楽家・音楽愛好家の交流やネット
ワーク作りを促進するとともに、音
楽を通じた地域のつながりを強め、
「芸術・文化のまち麻生」にふさわし
いまちづくりを推進するため実施す
る。

■麻生区内居住・麻生区内を中心に活動する音楽家、音楽愛好家によるコンサートの
企画・運営（年4 回）
　・秋空のハーモニー（9/4 麻生市民館ホール　来場者数588人）
　・ユニヴァーサル（11/20 新百合トウェンティワンホール　来場者数252人）
　・区内ホールコンサート（12/25 田園調布学園大学なでしこホール　来場者数58人）
　・民藝コラボコンサート（2/19　新百合トウェンティワンホール　来場者数200人）
■区役所ロビーコンサート出張版の企画・運営協力
■ユニヴァーサルコンサートでは麻生市民館主催の青年教室等と連携した障がい者
アート作品の作品展の開催
■音楽家の交流及びネットワークづくりの促進

■麻生区内居住・麻生区内を中心に活動する音楽
家、音楽愛好家によるコンサートの企画・運営（年4
回）
　・秋空のハーモニー（9/3 麻生市民館ホール）
　・ユニヴァーサル（11/19 新百合トウェンティワンホー
ル）
　・区内ホールコンサート（日時・会場未定）
　・民藝コラボコンサート（12/3　新百合トウェンティワ
ンホール）
■区役所ロビーコンサート出張版の運営協力
■ユニヴァーサルコンサートでは麻生市民館主催の
青年教室等と連携した障がい者アート作品の作品展
の開催
■音楽家の交流及びネットワークづくりの促進

■音楽をより身近に感じ、麻生区の芸術文化に触れ
合うために、誰もが気軽に音楽を楽しむ場を設けるこ
とが必要である。
■区内居住・区内を中心に活動する音楽家を育てる
環境をつくるため、音楽家の発掘、音楽家や芸術・文
化団体間の交流を図ることが必要である。
■かわさきパラムーブメントの理念を生かした取組も
求められている。

■区内居住・区内を中心に活動する音楽家、音楽愛
好家によるコンサートを区内各地で引き続き開催す
る。
■区内の芸術・文化資源と連携しながらコンサートを
開催していく。
■区内大学の学生等によるボランティア参加について
も推進していく。
■かわさきパラムーブメントの理念を生かしながら、パ
ラアート事業とも連携し開催していく。

麻生区役所
企画課
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本 音楽文化振興事業
市内の身近な場所での良質の音楽
の提供と交流による音楽のまちづく
りを推進する。

■ドイツ・リューベック市及びオーストリア・ザルツブルグ市との交流コンサートを開催し
た（リューベック11月12日、ザルツブルグ1月21日）
■東京交響楽団巡回公演を、7月9日（特別養護老人ホーム）、7月28日（特別養護老人
ホーム）、8月12日（児童養護施設）、10月11日（市立病院）、11月9日（こども文化セン
ター）の計5回実施した。
■プラチナ音楽祭を9月17日に開催した。

■オーストリア音楽家交流コンサートを8月24日に開
催
■プラチナ音楽祭を9月23日に開催
■東京交響楽団巡回コンサートを開催（5回）

■市内音楽大学、フランチャイズオーケストラ及び市
内で活動する音楽団体などの音楽資源を活用し、広く
市民へ音楽のすそ野を広げていくため、市内で活動し
ている音楽団体や演奏会等について、広く周知してい
くと共に､｢晴れの舞台」としての演奏機会の提供して
いく必要がある。
■姉妹・友好都市及びその文化等について認識と理
解を深めるため、周年事業の機会を捉え、魅力ある演
奏会を開催するなど、広く市民へ発信していく必要が
ある。

■フランチャイズオーケストラの活用に加え、市民へ
の演奏機会の提供など、良質な音楽を市民へ届ける
と同時に、演奏活動を行っている音楽団体等の市民
への演奏機会の提供を引き続き行い、音楽文化の振
興促進を行っていく。
■姉妹・友好都市との周年事業の機会を捉え、海外
の演奏家の招聘及び交流の場を設けるなど、相互の
国の音楽文化を知る機会を提供し、姉妹・友好都市と
の関係強化及び音楽文化の更なる振興を進める。
■シニア世代の方々が文化活動に参加する機会を広
げ、生きがいづくりを応援するため、引き続きプラチナ
音楽祭を開催する。

市民文化局
市民文化振
興室

本
障害者社会参加促進事
業

障害者への理解を促進する普及・
啓発やスポーツ振興事業等を実施
し、地域社会での障害者の自立と
社会参加を促進する。

■障害者週間（12月3日～9日）に合わせ、「心の輪を広げる体験作文」及び「障害者週
間のポスター」の募集及び作品の表彰など障害福祉普及啓発イベントを実施した。

■障害者週間（12月3日～9日）に合わせ、障害福祉
普及啓発イベントを実施。

継続実施 継続実施

健康福祉局
障害者社会
参加・就労支
援課

複 市民文化局市民文化振興室

②誰もが文化芸術の楽しさを享受できる機会の設定

　子ども連れの方、病院や施設に入院・入所中の方等に、気軽に文化芸術に触れてもらう鑑賞機会の提供等を行っていきます。

川崎シンフォニーホール管理運営事業
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事業名 概要 R4実施実績・効果等 R5実施予定 課題 方向性 所属名

本
学校施設の有効活用事
業

学校教育に支障のない範囲で川崎
市市立学校の施設を市民の利用に
供することによって、川崎市におけ
る生涯学習の振興を図る。

■校庭145校、体育館167校、特別教室等133校、夜間校庭開放７校で学校施設の開放
を実施するとともに、社会教育施設に準ずる施設・設備を備えた特別教室等（４か所）を
開放し、市民の生涯学習活動を支援した。
■利用の少ない特別教室等の更なる活用を推進するためのプロジェクト「Kawasaki教
室シェアリング」について、庁内で相互に連携して推進を図るための庁内体制を構築し
た。

■校庭140校、体育館166校、特別教室等125校、夜
間校庭開放７校で学校施設の開放を実施するととも
に、社会教育施設に準ずる施設・設備を備えた特別
教室等（４か所）を特別開放施設として開放し、市民の
生涯学習活動を支援する。
■「Kawasaki教室シェアリング」について、庁内で相互
に連携して推進を図る。

■施設の有効活用の促進に当たっては、その業務が
学校教職員等の負担とならないよう、利用団体の登
録から始まる一連の事務の運用の在り方を見直す必
要がある。
■施設使用料については、導入から数年が経過し手
続等について利用者にも一定の定着が見られるもの
の、その金額の在り方について受益者負担の考え方
と光熱水費等の経費の関係で検討を要する。

■学校施設有効活用事業を継続実施するとともに、
更なる充実を図る。

教育委員会
地域教育推
進課

本 社会教育振興事業

市⺠の自主的・主体的な学びを支
援していくため、学級・講座やイベ
ント等を実施・開催する。また、社会
教育を担う団体や ボランティアの
育成・支援、ネットワークづくり など
を通して、学習と活動がつながる好
循環を生み出し、学習や活動を通
じた人づくり、つながりづくり、地域
づくりを進めます。

■教育文化会館・市民館・分館で、市民の企画提案により市民と協働で講座や講演会
等を開催する市民自主事業を実施し、様々な地域の文化振興に関する事業が実施さ
れた。

■教育文化会館・市民館・分館で、市民の企画提案
により市民と協働で講座や講演会等を開催する市民
自主事業で、様々な地域の文化振興に関する事業を
実施する。

■文化団体との連携による体験講座の開催など、生
涯学習活動への市民参加を促進するとともに、文化
団体の活性化を図っていく必要がある。

■引き続き、教育文化会館・市民館・分館を中心に、
市民の出会いと学び、社会参画を支援する。

教育委員会
生涯学習推
進課

複 市民文化局市民スポーツ室

複 市民文化局市民文化振興室

　市民や地域で活動を行っている文化団体は、文化芸術活動の主要な担い手として、様々な活動に取り組んでいます。市民の文化芸術活動への参加を促進するため、活動を行える環境や、活動場所等の情報を手に入れられる環境の整備を行っていきます。
　また、高齢者や障がいのある方が自ら文化芸術活動に参加できる機会を提供していきます。

①文化芸術活動を行う環境の拡充

　施設の有効活用を図る等、市民や文化団体が文化芸術活動を行う環境の充実を目指していきます。

スポーツ・文化複合施設整備等事業

川崎シンフォニーホール管理運営事業

施策3 文化芸術活動への市⺠参加の促進
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事業名 概要 R4実施実績・効果等 R5実施予定 課題 方向性 所属名

本 広報事業
市政だよりや広報誌を通じて市政
に関する情報を積極的に提供す
る。

■市政だよりについては、昨年度、１日号と２１日号を合併して 、読みやすさと、川崎の
魅力が伝わる紙面づくりに重点を置き効果的な発信を行った。また、毎月、市内の博物
館や音楽ホールの情報を定位置化し掲載している。
■市勢のあらましを紹介する市勢要覧2023年度版を2,0000部発行した。
■本市の魅力やイベントをホームページに掲載し、ビジュアルエリアなども活用しＰＲを
行った。また、リニューアルに向けた検討等の事前準備を行った。

■令和6年3月公開のホームページリニューアルに向
け、より多くの方に本市の市政情報と魅力を伝えられ
るよう取り組む。

■市制100周年記念誌と市勢のあらましを紹介する市
勢要覧2023を併せた形で、令和6年度に向けて作成
する。

■令和6年3月公開のホームページリニューアルを機
に、ホームページのアクセシビリティ、ユーザビリティ
をさらに向上させ、より多くの方に本市の市政情報と
魅力を伝えることが課題となる。

■市政だよりについて、市HPやアプリを含めた様々な
方法により届けて行く。
■ホームページのアクセシビリティ、ユーザビリティを
維持向上させ、より広く本市の文化・芸術に関する情
報を発信する。

総務企画局
シティプロ
モーション推
進室

本 情報プラザ等広報事業

情報プラザや各区市政資料コー
ナー等を活用して川崎の行政情報
や魅力を市内外に積極的に提供す
る。

■民間情報誌を活用し、2022年版「かわさき生活ガイド（市民便利帳）」が掲載された地
域情報冊子を発行した。
■情報プラザや各区市政資料コーナーでさまざまな行政情報の冊子・パンフレット等を
市民に閲覧・提供する中で、文化芸術関係のイベントのものについても配架した。また
有償刊行物を販売した。
■川崎駅地下街のショーウィンドウの一部を広報コーナーとして利用し、文化芸術関連
事業を含めた市の事業にかかる企画展示を2週間単位で実施した。
■令和２年度で広報掲示板の使用を終了し,令和４年度も継続して、町内会・自治会へ
掲示板の譲与手続きを行うと共に撤去を行った。

■情報プラザや各区市政資料コーナーで文化芸術関
連事業を含めた、さまざまな冊子・パンフレット等を市
民に閲覧・提供する。また有償刊行物の販売を行う。
■川崎駅地下街のショーウィンドウの一部を広報コー
ナーとして利用し、文化芸術関連事業を含めた市の
事業にかかる企画展示を2週間単位で実施する。
■かわさき生活ガイドは、電子媒体と紙媒体の併用に
より、効果的に情報を届けていけるよう作成方法を変
更し、作成を行う。

■新庁舎移転後、情報発信コーナーでの情報発信手
法について紙媒体だけでなく、効果的な広報を検討し
ていく必要がある。

■紙媒体だけでなく、ツイッターやホームページなど
のメディアとの連携による効果的な広報に取り組む。

■移転後の情報プラザでの効果的な情報発信の検討

総務企画局
シティプロ
モーション推
進室

本 放送事業

テレビ・ラジオ放送やホームページ
を通じて川崎の魅力を広域的に発
信し、シティセールス・イメージアッ
プと地域のコミュニティづくりを推進
する。

■通年にわたり、テレビ（tvk）、ラジオ（かわさきＦＭ、エフエム横浜）で、本市の広報番
組を放送した。
■ＪＲ川崎駅に設置された、アゼリアビジョンを活用して、文化芸術関連事業を含めた
市民生活に関連の深い情報を発信した。
■コミュニティ放送局であるかわさきＦＭについては、市政情報を発信すると同時に、災
害時の体制について確認した。

■通年にわたり、テレビ（tvk）、ラジオ（かわさきＦＭ、
エフエム横浜）で、本市の広報番組を放送する。
■ＪＲ川崎駅に設置された、アゼリアビジョンを活用し
て、文化芸術関連事業を含めた市民生活に関連の深
い情報を発信する。
■コミュニティ放送局であるかわさきＦＭについては、
市政情報や災害情報をタイムリーに放送する。

■川崎市広報番組の充実をはかり、さらに、広報番組
自体の認知度を高めることが今後とも、必要である。
■また、本市の出資法人でもあるかわさきＦＭについ
ては、スポンサー付きの番組を増やし、財政基盤の強
化を図ることが課題となっている。

■引き続き、本市の魅力発信を積極的に行い、イメー
ジアップ向上に資する番組作り及び情報発信を行って
いく。

総務企画局
シティプロ
モーション推
進室

本 文化行政推進事業
文化芸術振興計画に基づき文化芸
術振興施策を総合的・計画的に進
める。

■第2期文化芸術振興計画に基づき、各事業の進捗把握及び課題や今後の事業の方
向性を整理した
■令和3年度文化アセスメント対象事業（オンライン配信と文化芸術活動（文化芸術活
動等の各種動画配信事業））について市長へ報告を行った。

■第2期文化芸術振興計画に基づき、各事業の進捗
把握を把握する。
■市の主要な文化事業について文化アセスメントを実
施する。

■文化アセスメントがより効果的なものとなるよう、文
化芸術振興会議を的確に運営していく必要がある。

■第2期文化芸術振興計画に基づき、各事業の効果
的な進行管理を行っていく。
■第3期文化芸術振興計画の策定を行う。

市民文化局
市民文化振
興室

②文化芸術活動を行うための情報の整備

文化芸術活動を行いたい市民と、地域の文化芸術活動ができる場所や活動団体等の情報を結びつけるマッチング機能の充実を目指していきます。
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本 ＩｎＵｎｉｔｙ開催事業

地域で活動するアマチュアバンドや
ダンスユニットに、日頃の成果を大
舞台で発表する場を提供するととも
に、音楽を通じて区内の幅広い地
域・世代間の交流を図ることを目的
として、区民の手作りによる音楽ラ
イブを開催し、区における「音楽の
まち・かわさき」を推進する。

①In Unity2023を、NEC玉川ルネッサンスシティ ホールを会場に、NEC玉川事業場と共
催で実施した。
②特別企画として「カワサキ学生バンドオーディション」を開催。最優秀に選ばれた4人
組学生バンドがIn Unity2023に出演したことに加え、オリジナル楽曲をレコーディング
し、タワーレコードグランツリー武蔵小杉店でCDを発売した。
③地元企業や団体と連携して、川崎駅前、グランツリー武蔵小杉、NEC公開空地等で
PRライブを実施。

①令和6年2月開催の「In Unity2024」を実施
②中原区内の施設を活用したPRイベントの実施

今後継続的に事業を実施するために、委員会の自立
を含めた持続可能な運営体制の構築が課題となって
いる。

今後も継続して実施し、「音楽による潤いのあるまちづ
くり」の推進を図る。

中原区役所
企画課

本 文化振興事業
文化振興を図り、区民の文化の薫
り溢れる暮らしづくりに寄与する。

■「中学生以上のバス好きの方　必見！自分で作るバス乗り継ぎルート講座」
　令和５年１月１５日（日）～２月１８日（土）　全７回
　多くのバス便をもつ川崎市の魅力に着目し、バスを有効活用して自分の興味のある
場所を効率よく訪ねることにより、新たな川崎市高津区の魅力を発見するとともに発見
する方法　（動画撮影）を学んだ。
　受講者が各々自分で考え作成したバス乗り継ぎルートにより実際に出かけ、川崎市
高津区の魅力を動画撮影し、講座最終回で発表しみんなでは川崎市高津区の魅力を
共有した。さらには自身のYouTubeにアップする人も出て、市の魅力発信に大きく貢献
した。

高津区役所
生涯学習支
援課

本
響け！みやまえ太鼓ミー
ティング

区内の民俗芸能や和太鼓の発表を
通して区の文化･伝承を再認識し、
演奏者と来場者の交流や太鼓団体
間のネットﾜｰｸによる区民相互の連
帯感を高める。

■開催時間の短縮や会場の調整など感染対策等を図りながら、令和4年8月27日に宮
前市民館大ホールで3年ぶりに開催した。実施主体は実行委員会、区内を中心に活動
する太鼓グループ及びゲストによる演奏のほか、伝統・民俗芸能の披露、区内中学校
の協力による「宮前ねぷた」の披露、区内保育園の荒馬踊り、ゲストや実行委員による
ワークショップ等を行い、約900人を集客した。

■令和5年8月26日（土）に宮前市民館大ホール及び
４年ぶりに屋外の市民広場での開催を予定。実施主
体は実行委員会。

■演奏会の構成等について、マンネリ化の防止や、
和太鼓や伝統芸能に関心のない人にも興味を持って
もらえるような企画・取組を、工夫しながら継続して考
える必要がある。
■感染症下において安全・安心な開催手法を確立し
ていく必要がある。

■区の民俗芸能の保存・継承という側面を重視してい
くとともに、地域や学校等との連携をさらに深めていく
企画・演出について検討していく。

宮前区役所
地域振興課

本 多摩まちかど祭
文化芸術活動を営む区民に発表の
場を提供し、区のより豊かな文化創
造に寄与する。

■多摩区民祭と同日開催
　17演目を実施
　・演奏　　多摩区制５０周年記念ステージ
　　　　　　　吹奏楽　アコースティックライブ　太鼓　等
　・ダンス　チアダンス　フラダンス　ヒップホップダンス　キッズダンス
　多摩区民祭来場者数：約68,000人

■10月21日多摩区民祭会場において実施予定

■年々参加を希望する団体が増加しているが、開催
時間・会場に制限があるため、出演団体数や決定方
法、各団体の出演時間等について検討が必要であ
る。

継続実施
多摩区役所
企画課

複 市民文化活動支援事業
多彩な文化芸術活動の振興と市民
文化の育成及び交流を図る。

■第51回文化賞等について、8組の受賞者を決定し、10月に国際交流センターで贈呈
式を実施した。また、スポーツで特に顕著な活躍をした2組にスポーツ特別賞を贈呈し
た。
■市民公募により結成された合唱団と市民オーケストラが合同で練習を重ね、「市民第
九コンサート」をミューザ川崎シンフォニーホールで12月11日に実施した。

■第52回文化賞等について、受賞者を決定し、11月
に国際交流センターで贈呈式を実施予定。
■市民第九コンサートについて、12月10日にミューザ
川崎シンフォニーホールにて実施予定。

市民の多様なニーズに合った事業の実施と市民の参
加などの協働による文化芸術活動が求められてい
る。

市民参加型事業については、今後とも新規参加者が
増大するよう、今後とも魅力ある事業展開について、
関係団体と協議等を行い市民のニーズに応えられる
よう、事業を実施していく。

市民文化局
市民文化振
興室

複 市民文化局市民生活部多文化共生推進課

複 市民文化局市民スポーツ室

複 市民文化局市民文化振興室

　市民や文化団体の文化芸術活動を発表する場所を提供するとともに、そうした情報の提供方法について整備していきます。

交流推進事業

川崎シンフォニーホール管理運営事業

スポーツ・文化複合施設整備等事業

③文化芸術活動を発表する場の提供
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本 パラアート推進事業

東京2020オリンピンク・パラリンピッ
クのレガシーとして社会的包摂の
進んだまちづくりを目指し、展覧会
など、障害者による文化芸術の普
及促進などを通じて、障害の有無
にかかわらず文化芸術に親しめる
環境づくりを進める。

■美術作品展／Colors かわさき展：来場者数1,197人、巡回展①市バス乗車数約
39,000人、巡回展②：サンピアンかわさき2階観覧者数384人、巡回展③：ノクティプラザ
5階及び9階連絡通路観覧者数約3,000人、おうちでColorsかわさき展(web公開)
■ネットワークプログラム／パラアートミーティング　インクルーシブな音楽ワークショッ
プ：13名、パラアート・ミーティング：アドバイザー3名、参加者34人
■一般公募プログラム／5事業実施。　参加者・観覧者等の合計約1,180名
■連携プログラム／川崎市障害者作品展内ワークショップ：参加者延べ33人、パラアー
ト作品展等、計5事業実施
■情報収集・発信サイト「ぱらあーとねっと」の運営
■「ぱらあーとねっと」内に相談窓口を設置し、パラアート活動に関する相談に対する支
援を実施。

■美術作品展／Colors かわさき展、巡回展の実施
■パラアート・ミーティングの実施
■一般公募プログラム（5団体予定）
■他の実施主体の取組と連携
■情報収集・発信サイト「ぱらあーとねっと」の運営
■「ぱらあーとねっと」内に相談窓口の運営

H31から事業が文化財団に移管されているため、文化
財団との連携強化

引き続き、文化財団と連携しながらパラアートを推進
していく。

市民文化局
市民文化振
興室

本
インクルーシブ音楽プロ

ジェクト
※令和5年度から開始

「かわさきパラムーブメント」が目指
す共生社会の実現に向け、音楽を
通じてこの取組をより一層推進す

る。

■インクルーシブ音楽体験ワークショップを15回開催
する。
■インクルーシブ音楽人材育成講座を5回開催する。
■音楽ライブを2回開催する。

■プロジェクトを展開する中で、多様な主体と関係性
を構築し、イベント終了後においても、市内で継続でき
る生態系として発展させていく必要がある。

■「障害者のための」音楽アクセス向上の取組にとど
まらず、誰もが音楽を通じたコミュニケーションを楽し
むプロジェクトに発展させていくことを目指す。
■将来的には音楽関係者以外の多様な主体も参画し
ながら資源持ち寄りによる創発のプラットフォームとな
り、一つの生態系を形成することを目指す。

市民文化局
パラムーブメ
ント推進担当

本
川崎市老人福祉施設事
業協会運営

高齢者福祉施設間相互の連絡調
整や文化事業、地域交流事業等を
実施する協会に補助を行い、適正
な施設運営や入居者の処遇向上・
施設間の相互連携を図る。

施設長会の実施等により施設間の連携が図られ、各種研修事業、行事の開催により適
正な施設運営及び入居者の処遇向上が図られた。地域交流事業として、リモートでじゃ
んけん大会を実施し、感染対策を講じながら地域交流の機会を確保した。

施設長会の開催、人材確保策の検討、各種研修事業
の実施、各種行事の開催等

加入施設が増加傾向にある当該協会の円滑かつ効
率的な運営支援を行っていく必要がある。

市内の高齢者施設間の連絡調整や職員研修、人材
確保、統一事業、地域交流事業の開催等により、適
正な施設運営及び入居者の処遇向上並びに高齢者
施設間の連携を図ることを目的に、今後も運営費を補
助する必要がある。

健康福祉局
高齢者事業
推進課

本
しあわせを呼ぶコンサー
ト

音楽を通じて障害者と健常者の相
互理解と交流を深め障害者の社会
参加と自立を促進する。

■コロナウイルス感染症の拡大の影響により、コンサートの開催については休止にしま
した。その中で次回の実施に向け、３回打ち合わせを行い、「コロナ禍での施設のイベ
ントの実施状況」を把握し、「これまでのコンサートの課題整理」を行い、今後、障害のあ
る方の感染対策を検討していくこととしました。また、歌を歌うことの楽しさを改めて感じ
てもらうよう、対応可能な施設（１施設）で「第九」の練習を実施した。

■令和６年度の障害者による合唱、演奏家による演
奏会の開催に向け、実施方法についての検討及び第
九の合唱の練習を実施予定

■利用者にとって安全・安心な開催手法を確立してい
く必要がある。

■宮前区の障害者福祉事業として地域に広く定着し
ているため、区役所及び実行委員会による連絡調整
を一層、密にしながら、感染症下においても事業を継
続できるように、様々な開催手法を検討していく。

宮前区役所
地域振興課

複 市民文化局市民文化振興室

　高齢者や障がいのある方等様々な方が文化芸術活動に参加し、発表等を行える機会を提供することにより社会参加を進め、目標や生きがいを持ちながらいきいきと生活できるまちづくりを目指していきます。

市民文化活動支援事業

④様々な方が文化芸術活動に参加する機会の提供
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